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【表紙】 「おいらせ阿光坊古墳館」オープニングセレモニー
　３月10日、おいらせ阿光坊古墳館で、古墳館の命名者のほか町関
係者を招いたオープニングセレモニーを開催しました。セレモニ
ーでは、命名者表彰やテープカット、児童によるくすだま割りが行
われ、その後は館内を観覧しました。
　写真はくすだまを割ってくれた下田小学校の成

な り た

田唯
ゆ い と

人君（５年生）、
有
あ り さ か

坂郁
あ や み

美さん（５年生）の２人とおいらくん。

◉開館時間　９時～ 17時（入館は16時半まで）
◉休 館 日　�月曜日（月曜日が祝日または振替休日

の場合はその翌日）および年末年始
◉展示室観覧料

※展示室以外の入館は無料です。

区分 個人料金 団体料金（15人以上）
一　　般 200円　 150円　

高校・大学生 100円　 70円　
小・中学生 50円　 30円　

○㈱柏崎組
おいらせ阿光坊古墳館

史跡公園
←至六戸町 国道45 号

○下田中学校

問 おいらせ阿光坊古墳館　（おいらせ町阿光坊107-4）
　☎0178-20-0405　FAX 0178-20-0465



03 ― 町表彰授与式

04 ― 町教育委員会表彰授与式

06 ― 進めています おいらせ町の地方創生

12 ― インフォメーション
□各種催し・募集情報
□相談窓口一覧、ほか

18 ― 乳幼児予防接種・
乳幼児健診の年間予定

24 ― まちのわだい
□百石高校とのフレッシュトーク
□ホッキ料理教室
□福祉車両の寄贈、ほか

26 ― 戸籍の窓

28 ― まちのわだいスペシャル
「百石えんぶり」
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おいらせ町の四季を発信中！
四季で異なる町の豊かな自然や
風物詩を、町ホームページで紹介中！
　http://www.town.oirase.aomori.jp/
　site/oirasekankou/

ちょっとした時間に
ぜひ、ご覧ください。
新たな発見があるかも！

◎�住民票の写し・印鑑登録証明書・戸籍関係などの各種証明書の発行
◎�住所の異動とそれに伴う児童福祉関係や国民健康保険資格の手続き

　他の機関への確認が必要な業務など、平日と同様には取り扱いできな
い業務があります。詳しくは、事前にお問い合わせください。また、窓
口での本人確認のため、免許証などの本人確認書類をお持ちください。

　転入転出時期の混雑緩和のため、土曜・日曜に、一部窓口を開
庁します。転入転出などの住所を移す届出ができるほか、住民票
の写しなど各種証明書の発行をします。ぜひご利用ください。

●取扱業務　※税関係の証明は発行できません。

●その他

問町民課 
　☎ 0178 � 2246 開庁時間：９時～１３時

町民課 の一部窓口を開庁します

３  25  ㊏、26  ㊐
４  １  ㊏、２  ㊐

月    日             日

月    日            日

■ 大会参加者を募集 ■
３㎞の年齢や性別、タイムを競わないフリー区分もあります。
●日 時　６月 25日㊐　10時スタート
●申込期間　４月１日㊏～５月 15日㊊　当日消印有効
●申込方法 　①郵便振替（大会パンフレットに添付）
　　　　　　②ランネット（インターネット）
●参 加 料　大人 2,000 円／高校生以下 1,500 円
※�大会パンフレットは町内各施設に設置しています。

■ ボランティアスタッフを募集 ■
高校生以上で明るく元気な人や、健康に自信のある人を募集します。
受付やスタート・ゴール補助などに協力いただく予定です。
●従事時間　６月 25日㊐　午前６時から正午まで
●集合場所　いちょう公園体育館
●申込期限 　５月 15日㊊まで
※�スタッフには軽食（おにぎり・おいらせだるま芋へっちょこ汁など）を提供。

６月２５日㊐開催決定！
問社会教育・体育課　☎0178�4276

第 32 回おいらせ町
いちょうマラソン大会

『くらしのガイドブック』配布
　生活に必要な行政情報とタウンマッ
プを１冊にまとめた『くらしのガイド
ブック2017 保存版』を㈱ゼンリンと
共同で発行しました。
　作製費用は広告収入で賄われていま
す。ご協力いただきました事業所の皆
様には厚くお礼申し上げます。
　ガイドブックは、今月
号の町広報と一緒に各世
帯へ配布しているほか、
町民課（本庁舎）、分庁
サービス課（分庁舎）、
北部出張所、各公民館等
でも無償配布しています。
問総務課　☎0178-56-2166

休 日 開 庁
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平
成
28
年
度
お
い
ら
せ
町
表
彰
授
与
式

　
「
町
表
彰
授
与
式
」
は
、
３
月
１
日
、
み
な
く
る
館
で
開
催
さ
れ
、
64
人
と

1
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
町
の
自
治
、
経
済
、
福
祉
や
教
育

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
、
大
き
く
貢
献
し
た
人
を
た
た
え
る
も
の

で
す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

　
長
き
に
わ
た
り
、
行
政
推
進
委
員
と
し

て
町
政
運
営
の
円
滑
化
と
住
民
の
利
便
を

図
る
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
地
域
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
き
に
わ
た
り
、
町
交
通
指
導
隊
員
お

よ
び
交
通
安
全
母
の
会
会
長
を
務
め
、
交

通
安
全
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
地
域
の
交
通

事
故
防
止
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

▼
柏
﨑 

と
み
（
上
新
町
）
▼
名
古
屋 

イ
ツ

（
二
川
目
）
▼
田
畑 

み
ゆ
き
（
深
沢
）
▼
柏

崎 

幸
子
（
木
内
々
）
▼
野
田
頭 

ミ
ツ
ヱ
（
有

楽
町
）
▼
髙
橋 

和
子
（
青
葉
）
▼
荒
河 

カ

ホ
ル
（
六
丁
目
）
▼
若
松 

順
子
（
五
丁
目
）

▼
風
穴 

ト
ミ
（
明
神
下
）
▼
川
口 

信
子

（
藤
ヶ
森
）
▼
林
﨑 

美
枝
（
一
川
目
）

　

長
き
に
わ
た
り
、
町
保
健
協
力
員
と
し

て
、
地
域
に
お
け
る
保
健
活
動
を
積
極
的
に

行
い
、
健
診
率
の
向
上
や
地
域
住
民
の
健
康

づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

▼
松
林 

郁
子
（
豊
原
）
▼
堤 

和
子
（
向
山
）

▼
田
中 

美
惠
子（
曙
）▼
田
中 

國
子（
本
村
）

▼
田
中 

ツ
ヂ
子
（
本
村
）
▼
柏
崎 

文
子
（
秋

堂
）
▼
苫
米
地 

輝
美
（
木
崎
）
▼
北
向 

さ

と
（
秋
堂
）
▼
北
向 

京
子
（
秋
堂
）
▼
松

村 

光
子
（
秋
堂
）
▼
古
川 

ミ
キ
（
緑
ヶ
丘
）

▼
深
澤 

さ
な
い
（
六
丁
目
）

　
長
き
に
わ
た
り
、
町
食
生
活
改
善
推
進
員

と
し
て
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
取
り
組
み
に

尽
力
さ
れ
、
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

▼
堀
川 
英
雄
（
藤
ヶ
森
）
▼
中
里 

武
治
（
木

内
々
）
▼
川
口 
博
光
（
堀
切
川
）
▼
立
花 

悟
（
秋
堂
）
▼
松
村 
幸
弘
（
秋
堂
）
▼
工

藤 

寛
治
（
三
田
）
▼
三
村 

義
広
（
横
道
）

▼
北
向 

清
吉
（
明
神
下
）
▼
大
光 

信
彦
（
二

川
目
）
▼
柏
崎 

巖
（
木
内
々
）
▼
成
田 

輝

彦
（
間
木
）
▼
松
村 

高
志
（
木
崎
）
▼
堀

川 

康
（
藤
ヶ
森
）
▼
川
﨑 

義
光
（
三
田
）

▼
岩
崎 

清
孝
（
二
川
目
）
▼
市
村 

勝
志
（
染

屋
）
▼
小
向 

泰
博
（
秋
堂
）
▼
冨
岡 

良
彦

（
三
丁
目
）
▼
松
林 

誠
（
一
川
目
）
▼
袴
田 

和
成
（
間
木
）

　
長
き
に
わ
た
り
、
町
消
防
団
員
と
し
て
、

地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
火

災
、
風
水
害
対
策
に
尽
力
さ
れ
、
防
災
活
動

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

▼
川
口 

進
（
藤
ヶ
森
）

　
長
き
に
わ
た
り
、
町
防
犯
指
導
隊
員
と
し

て
防
犯
活
動
に
献
身
的
に
尽
力
さ
れ
、
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

▼
堀
川 

力
藏
（
堀
切
川
）

　
長
き
に
わ
た
り
、
町
交
通
指
導
隊
員
と
し

て
交
通
安
全
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
地
域
の
交

通
事
故
防
止
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

▼
德
永 

け
さ
（
木
内
々
）
▼
山
﨑 

須
美
（
上

新
町
）
▼
竹
内 

ヤ
ヱ
（
奥
入
瀬
団
地
）
▼

鈴
木 

公
子
（
三
田
）
▼
蛯
名 

純
子
（
曙
）

▼
川
口 

と
く
（
向
山
）

　
長
き
に
わ
た
り
、
町
連
合
婦
人
会
員
と
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
明

る
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

▼
故 

小
原 

美
保
子
（
曙
）

　
長
き
に
わ
た
り
、
町
連
合
婦
人
会
員
と
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
尽
力
さ
れ
、ま
た
、

食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
、
町
民
の
健
康

づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

▼
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
パ
オ
（
会
長　

蛯
名 

政
秀
）

　

多
年
に
わ
た
り
、
向
学
の
念
に
燃
え
る

有
用
な
人
材
育
成
の
た
め
、
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
の
会
費
な
ど
の
一
部
を
、
町
奨
学
資

金
へ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

功
労
表
彰
（
２
人
）

善
行
表
彰
（
52
人
・
１
団
体
）

百
目
鬼 

錦
一
（
下
前
田
）

嶋
田 

政
子
（
向
山
）

▼
泉 

登
喜
子
（
洋
光
台
）

　
平
成
28
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
瑞
宝
双
光

章（
更
生
保
護
功
労
）の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

▼
二
川
目 

隆
（
二
川
目
）

　
平
成
28
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
旭
日
双
光

章（
地
方
自
治
功
労
）の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

▼
種
市 

恭
子
（
向
山
）

　
平
成
28
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
旭
日
単
光

章（
社
会
教
育
功
労
）の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

▼
袴
田 

健
一
郎
（
本
村
）

　
平
成
28
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
瑞
宝
単
光

章
（
消
防
功
労
）
の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

▼
柏
崎 

利
弘
（
本
村
）

　
平
成
28
年
秋
の
褒
章
に
お
い
て
藍
綬
褒
章

の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

▼
蛯
名 

忠
志
（
向
山
）
▼
中
村 

広
美
（
二

川
目
）

　
平
成
28
年
春
の
第
26
回
危
険
業
務
従
事
者

叙
勲
に
お
い
て
瑞
宝
単
光
章
（
防
衛
功
労
）

の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

▼
沖
舘 

忠
雄
（
若
葉
）
▼
木
村 

庄
平
（
洋

光
台
）
▼
長
谷
川 

明
夫
（
洋
光
台
）

　
平
成
28
年
秋
の
第
27
回
危
険
業
務
従
事
者

叙
勲
に
お
い
て
瑞
宝
単
光
章
（
防
衛
功
労
）

の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

　

顕　

彰　
（
10
人
）
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平
成
28
年
度
お
い
ら
せ
町
教
育
委
員
会
表
彰
授
与
式

　
「
町
教
育
委
員
会
表
彰
授
与
式
」
は
、

３
月
４
日
、
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
木
内
々
小
学
校

　
【
５
年
生
】 

▼
市
村 

あ
お
い
（
テ
ニ
ス
）

○
木
ノ
下
小
学
校

　
【
５
年
生
】
▼
住
吉 

孝
介
（
珠
算
）

○
百
石
小
学
校

　
【
６
年
生
】 

▼
吉
田 

芙
藍
（
図
画
）

　
【
４
年
生
】
▼
蔦
林 

紅
（
図
画
）

○
木
ノ
下
小
学
校
・
サ
ッ
カ
ー

　

 

▼
飯
田 

美
月
▼
五
十
嵐 

星
耶
▼
大
久
保 

鈴
▼
加
賀
屋 

亮
太
▼
坂
井
田 

礼
恩
▼
鳥

谷
部 

塁
▼
成
田 

朱
偉
▼
西
舘 

禅
▼
橋
本 

聡
樹
▼
前
川 

赳
琉
▼
松
林 

大
地
▼
小
泉 

佳
絃
▼
鳥
谷
部 

明
夢
▼
高
橋 

大
陽
▼
田

名
部 

楓
和
▼
西
舘 

魁

○
木
ノ
下
小
学
校
・
吹
奏
楽

　
 

▼
安
本 

日
向
子
▼
田
中 

桂
奈
▼
遠
藤 

花

韻
▼
新
井 

和
心
▼
野
澤 

さ
く
ら
▼
中
野 

英
▼
小
笠
原 

陸
▼
秋
田
谷 

百
葉
▼
山
本 

穂
乃
歌
▼
山
内 

優
香
▼
齊
藤 

愛
良
▼
池

﨑 

杏
樹
▼
舘 
知
紗
希
▼
牧 

美
羽
▼
笹
谷 

ち
な
り
▼
西
村 
駿
▼
出
河 

ま
り
あ
▼
佐

藤 

日
菜
子
▼
豊
川 
陽
彩
▼
米
内 

梨
夏
▼

法
量 

蘭
▼
金
子 

璃
音
▼
二
本
柳 

ほ
の
か

▼
宮
古 

瑠
那
▼
坂
田 

汐
香
▼
松
橋 

ひ
よ

り
▼
石
田 

悠
希
▼
鳥
越 

愛
美
▼
川
嶋 
せ

あ
な
▼
泉
山 

美
羽
▼
小
向 

真
永
▼
牧 
美

玖
▼
関
野 

凜
▼
太
田 

樹
花
▼
大
沢 

真
悠

▼
秋
田
谷 

奈
南
▼
近
江 

響
▼
丸
井 

凜
▼

蛯
名 

凛
羽
▼
新
井 

結
心
▼
内
藤 

樹
璃
▼

木
村 

あ
み
な
▼
稲
葉 

杏
珠
▼
古
坂 

莉
央

▼
伊
藤 

万
紘
▼
野
呂 

純
花
▼
吉
田 

莉
奈

▼
髙
田 

彩
芽

○
下
田
中
学
校

　
【
３
年
生
】 

▼
犾
守 

諒
汰
（
野
球
）

　
【
２
年
生
】 

▼
高
山 

愛
子
（
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
）

　
【
１
年
生
】
▼
市
村 

あ
さ
ひ
（
テ
ニ
ス
）

○
木
ノ
下
中
学
校

　
【
３
年
生
】 

▼
Ｆ
Ｏ
Ｘ 

真
島 

新
菜（
陸
上
）

▼
舘
山 

侑
実（
珠
算
）▼
佐
々

木 

晴
菜
（
吹
奏
楽
）

　
【
２
年
生
】 

▼
佐
々
木 

優
衣
（
吹
奏
楽
）

　
【
１
年
生
】 

▼
大
道 

楽
（
陸
上
）
▼
舘
山 

巧
（
珠
算
）

小
学
校
・
個
人
の
部

小
学
校
・
団
体
の
部

中
学
校
・
個
人
の
部

文
化
教
育
奨
励
賞
（
18
人
）

　
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
で
活
躍
し
た
小
・

中
学
生
に
対
し
、
団
体
・
個
人
あ
わ
せ
て
77

人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
し
、
町
の
文
化

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
人
な
ど
に
対

し
、
20
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
教
育
書
道
会
秀
峰
支
部
に
お
い
て
、

長
き
に
わ
た
り
活
動
を
継
続
さ
れ
、
会
の
運

営
や
若
手
の
指
導
育
成
に
も
尽
力
さ
れ
つ

つ
、自
己
研
さ
ん
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
お
い
ら
せ
町
書
道
愛
好
会
に
お
い
て
、
長

き
に
わ
た
り
活
動
を
継
続
し
て
自
己
研
さ
ん

に
努
め
ら
れ
、
指
導
育
成
に
も
尽
力
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

文
化
功
労
賞
（
１
人
）

文
化
奨
励
賞
（
１
人
）

舘 

コ
ト
（
新
助
川
原
）

北
向 
美
紀
子
（
秋
堂
）

○
千
葉
学
園
高
等
学
校
・
バ
ト
ン
部

　

 

▼
新
田 

珠
莉

　

�

第
45
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド�

バ
ト
ン
ト

ワ
ー
リ
ン
グ
東
北
大
会�

高
等
学
校
部
門�

ポ
ン
ポ
ン
編
成
の
部
で
金
賞
受
賞
、
第
44

回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国
大
会�

高

等
学
校
部
門�

ポ
ン
ポ
ン
編
成
の
部
で
銀

賞
受
賞

○
八
戸
聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
高
等
学
校

　

 

▼
寺
澤 

花
恋

　

�

第
51
回
全
国
国
際
教
育
研
究
大
会�

第
34

回
高
校
生
英
語
弁
論
大
会
で
会
長
賞
受
賞

○
青
森
県
立
三
沢
商
業
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
吹
奏
楽
部

　

 

▼
坂
井
田 

由
里
香
▼
西
舘 

麻
由
▼
上
久

保 

怜
美
▼
小
島 

菜
月
▼
柴
野 

帆
乃
佳
▼

田
中 

小
雪
▼
小
向 

妃
奈
▼
中
覀 

美
優
▼

飯
島 

舞
葉
▼
林 

美
加
▼
上
久
保 

乃
愛
▼

西
村 

爽
▼
山
内 

香
穂
▼
市
村 

茜
▼
福
田 

望
結
▼
玉
田 

瑞
季

　

�

第
45
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド�

バ
ト
ン
ト

ワ
ー
リ
ン
グ
東
北
大
会�

高
等
学
校
部
門

で
金
賞
受
賞
、
第
44
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
全
国
大
会�

高
等
学
校
部
門�

中
編
成
の

部
で
銀
賞
受
賞

OIRASE     2017.4 4
Public Relations



優
秀
選
手
賞
（
９
人
・
３
団
体
）

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞（
８
人
・
３
団
体
）

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
た
人
や
、
各
種

目
で
好
成
績
を
収
め
た
人
な
ど
に
対
し
、
22

人
と
６
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
６
秋

田
大
会
・
２
人
チ
ー
ム
戦
優
勝

第
95
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
・
優
勝

第
38
回
皇
后
杯
全
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
大
会
・
優
勝

第
72
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
・
少
年

男
子
１
万
㍍
第
６
位

ス
ポ
ー
ツ
賞
（
４
人
）

中
村 

恵
子
（
根
岸
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
）

嵯
峨 

理
久
（
鶉
久
保
・
サ
ッ
カ
ー
）

伊
藤 

美
紀
（
サ
ッ
カ
ー
）

村
﨑 

翔
太
（
一
川
目
・
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
）

【
個
人
】 

佐
々
木 

志
芳
（
緑
ヶ
丘
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

西
濱 

大
貴
（
青
葉
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

阿
部 

瑠
依
（
木
崎
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

佐
藤 

大
雅
（
木
ノ
下
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

髙
橋 

海
斗
（
一
川
目
・
陸
上
競
技
）

溝
口 

る
み
子
（
三
田
・
陸
上
競
技
）

平
内 

那
奈
実
（
一
川
目
・
柔
道
）

宮
本 

隆
（
木
ノ
下
・
水
泳
）

澤
上 

星
尉
弥
（
木
ノ
下
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

【
団
体
】
お
い
ら
せ
町
サ
ッ
カ
ー
協
会

 

▼
小
向 

貴
史
▼
相
坂 

仁
▼
立
花 

優
太
▼
天

内 

佑
輝
▼
平
野 

卓
実
▼
阿
部 

将
之
▼
兎
内 

優
哉
▼
小
向 

浩
史
▼
川
村 

健
太
▼
二
川
目 

奨
▼
谷
地 

亮
祐
▼
鳴
海 

正
人
▼
山
田 

竜
太

▼
舘 

千
海
▼
日
ヶ
久
保 

篤
▼
金
村 

啓
佑
▼

後
村 

紘
大
▼
小
向 

哲
郎

【
団
体
】
お
い
ら
せ
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
男
子
）

▼
澤
上 

光
成
▼
袴
田 

隆
博
▼
大
澤 

栄
之
▼

佐
藤 

成
愛
▼
松
林 

貴
大
▼
越
後 

成
俊
▼
蛯

名 
拓
▼
福
沢 

伸
哉
▼
木
村 

潤
也
▼
舛
田 

央
▼
澤
上 

拓
博

【
団
体
】
お
い
ら
せ
町
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

▼
髙
橋 
光
信
▼
髙
松 

譲
▼
中
村 

恵
子
▼
山

崎 

剛
▼
中
村 
薫
▼
柏
﨑 

政
利

松
舘 

彩
華

【
団
体
】
お
い
ら
せ
町
卓
球
協
会

▼
柴
田 

圭
介
▼
三
村 

雄
大
▼
後
藤 

浩
一
▼

松
川 

英
明
▼
田
中 

富
栄

【
団
体
】
お
い
ら
せ
町
陸
上
競
技
協
会

▼
髙
橋 

海
斗
▼
小
向 

勇
気
▼
佐
々
木 

敬
祐

▼
福
田 

努

【
個
人
】 

三
村 

義
治
（
大
工
町
・
卓
球
）

小
向 

奎
佑
（
藤
ヶ
森
・
卓
球
）

柴
田 

圭
介
（
木
ノ
下
・
卓
球
）

松
川 

英
明
（
豊
原
・
卓
球
）

齋
藤 

ト
シ
（
根
岸
・
卓
球
）

八
重
垣 

奈
菜
（
三
本
木
・
陸
上
競
技
）

遠
藤 

寛
子
（
三
田
・
陸
上
競
技
）

天
間 

智
尋
（
有
楽
町
・
弓
道
）

【
団
体
】
お
い
ら
せ
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
女
子
）

 

▼
赤
川 

美
穂
▼
小
笠
原 

美
穂
▼
橘 

美
由
季

▼
附
田 

麻
美
▼
高
橋 

園
子
▼
木
村 

沙
織
▼

濱
田 

紗
都
美
▼
本
木 

知
佳
▼
沖
田 

玲
桜
▼

第
71
回
国
民
体
育
大
会
岩
手
大
会
出
場

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
（
１
人
）

堤 

ア
サ
（
阿
光
坊
・

　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
）

有　料　広　告　欄

　
還
付
金
詐
欺
や
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
架
空
請

求
詐
欺
な
ど
の
「
特
殊
詐
欺
」
被
害
が
全
国

的
に
多
発
し
て
お
り
、
県
内
に
け
る
平
成
28

年
の
被
害
額
は
２
億
３
百
万
円
（
68
件
）
で

す
。
被
害
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
た
び
に
「
自

分
だ
け
は
大
丈
夫
」と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

そ
の
思
い
が
す
で
に
危
険
信
号
で
す
。
お
金

に
関
す
る
こ
と
は
自
分
だ
け
で
判
断
せ
ず
、

必
ず
周
り
の
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
還
付
金
」「
Ａ
Ｔ
Ｍ
」「
通
帳
が

犯
罪
に
使
わ
れ
る
」「
サ
イ
ト
利
用
料
が
未

納
」「
電
子
マ
ネ
ー
の
カ
ー
ド
を
買
い
番
号

を
教
え
ろ
」「
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
た
め
お
金

が
必
要
」
な
ど
の
詐
欺
キ
ー
ワ
ー
ド
に
注
意

し
、
言
わ
れ
る
が
ま
ま
行
動
せ
ず
、
自
ら
調

べ
た
り
周
り
に
相
談
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

お
金
の
ト
ラ
ブ
ル
！

自
分
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か

 

～
特
殊
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
～

OIRASE     2017.45
Public Relations



進めています おいらせ町の地方創生
問 企画財政課　☎0178-56-4273　　kizai@town.oirase.aomori.jp

　町では、少子高齢化等による人口減少に歯止めをかけ、将来にわたって活力ある地域社会を維持するため、地
方創生に取り組んでいます。この度、平成２７年度の成果を「まち・ひと・しごと創生総合戦略会議」において
検証しましたので、その結果の一部と平成２９年度から新たに取り組む事業をお知らせします。

　町の人口は、死亡が出生を上回る自然減を、転入
が転出を上回る社会増で支えている状況で、近年は、
微増での横ばいで推移しています。
　しかし、今後は、減少に転じると予測されており、
それを抑制するために出生率の向上や平均寿命の延
伸、さらには移住・定住を促進するための取り組み
を進めています。

おいらせ町の人口の現状は？ ～人口減少の抑制と活力ある地域社会の維持に向けて～

総合戦略に掲げる成果目標（ＫＰＩ）の達成状況

地方創生を進める新たな取り組み ― その①

※基準値は戦略策定時の直近値になります

◀出典：青森県人口移動統計調査
　（国勢調査を基礎に異動の届出を加減）

基本目標 目標指標 基準値（H26）実績値（H27）目標値（H31）

基本目標①
安定したしごと・雇用を創出する

製造品出荷額
認定農業者数

345億円
197人

361億円
205人

390億円
217人

基本目標②
新しいひとの流れをつくる

県外からの年間転入数
年間観光客入込数

318人
649,323 人

319人
738,304 人

350人
800,000 人

基本目標③ 
若い世代の結婚・出産・子育ての希望
をかなえる

期間合計特殊出生率
小中学校の児童・生徒数

1.63 人
2,248 人

1.51 人
2,187 人

1.8 人
2,248 人

基本目標④
 時代にあった地域をつくり、安心なくらし
を守るとともに、地域と地域を連携する

特定健康診査受診率
自殺死亡率（10万人に対して）

31.2％
20.7 人

33.2％
27.7 人

60％
減少

　若者の親睦と情報交換による郷土愛の醸成、Ｕターンと結婚促進による定住人口の増加、地域経済の活性
化、町施策の情報提供のため、同窓会の開催に対して補助金を支払います。
○対 象 者　 次のすべての条件を満たす同窓会（の参加者）▶参加者が20 歳～ 40 歳で15 人以上の男女混

合▶町内の同一小・中・高校の卒業生による学校・学年・学級単位の同窓会▶町内の飲食店
で開催する同窓会

○ 補 助 金　出席者数×２千円（上限額：実支出額～５万円）
　　　　　　※開催文書などの経費、町内飲食店に支払う食糧費が対象
○ 申請方法　同窓会開催日の10日前までに、申請書などの必要書類を企画財政課へ提出。
　　　　　　（申込書は町ホームページでダウンロード可）

同窓会交流促進支援事業【募集します】
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詳細は町ホームページで紹介しています
▶  http://www.town.oirase.aomori.jp/soshiki/6/tihousousei.html

地方創生を進める新たな取り組み ― その②

主な取り組みと検証結果（一部を抜粋して掲載します）

基本目標①
安定したしごと・
雇用を創出する

基本目標②
新しいひとの流れ
をつくる

基本目標③
若い世代の結婚・
出産・子育ての
希望をかなえる

基本目標④
時代にあった地域をつ
くり、安心なくらしを
守るとともに、地域と
地域を連携する

基本目標 検証結果主な取り組み

▶後継者・担い手農家の育
成▶農業基盤の強化▶立地
条件を活かした企業誘致・
工業振興▶雇用環境の充実
▶空き店舗の解消▶商店街
の活力創出

▶定住助成金や情報発信の
強化など定住促進に向けた
環境整備▶同窓会や地域コ
ミュニティ活動など多様な
交流の促進▶まち歩きや里
山など地域資源を活かした
観光促進

▶保育料軽減や医療費助成
など子育て支援の充実
▶キャリア教育や ICT環境
の整備など学校教育の充実

▶公共施設の適正配置と有
効活用に向けた計画策定▶
公共交通の利便性向上▶健
康長寿の取組（特定健診無
料化、ポイント事業）

○�成果目標に質的評価（サービス受益者の満足度など）を加え、正確に状況を捉える工夫が必要。
○�成果目標の実績と進捗状況を毎年把握できなければ、分析・検証を行うことができず、マネ
ジメントサイクル（進行管理）は機能しない。
○�地方創生で大切なことは、首都圏からの移住と若者の就業の場の確保によって都会への流出
を防ぐこと（社会減対策）と、出産・子育て支援（自然減対策）の政策的確立である。
〇実効性のある施策を重点化し、マネジメントしていくことが最も重要である。

▶横並びで画一的な補助支援制度のため企業誘致
につながっていない▶高付加価値の企業を誘致す
ることが重要▶特化した政策、長期的な視点、人
脈の活用、交通の利便性および自然環境のＰＲな
ど、各種施策の深化が必要▶全国に比べて低迷し
ている新卒者の職場定着や非正規社員割合の改善
に結びつく施策を期待

▶町内の人口減少地区を対象とした補助制度は一
過的な対策▶地方創生の効果を上げるためには、
定住する要因を分析し、町全体の構想を検討する
ことが必要▶人口減少に伴い、町内会活動に占め
る地域コミュニティ維持への比重が高くなってい
る▶財源が限られている中、補助制度の継続性を
考えると町内会の自立を促す取り組みが必要

▶子育て支援は、地方創生において重点となるべ
き施策であるが、外部への強い発信と効果の見込
めるような目玉がない▶待機児童がなく、働きな
がら安心して子育てできる環境が整っていること
をＰＲするべき。

▶土地利用計画は、定住および人口増加に大きく
関わる重要な分野のため、地域特性に合わせた用
途の変更が必要▶町民バスを始めとする公共交通
は、地域交通の専門家による意見の聴取など、科
学的な分析と対策が必要

全体への
意見

①同窓会交流促進支援事業
②結婚支援員制度
③空き家情報登録制度（空き家バンク）
④地域おこし協力隊の設置
⑤移住・定住ポータルサイトの構築

⑥移住・定住プロモーション動画の制作
⑦�放課後児童クラブおよび放課後子ども教室の開
設時間の延長
⑧季節性インフルエンザ予防接種助成
⑨�八戸圏域連携中枢都市圏（広域連携）での移住
に向けた取り組み
※詳しくは町ホームページをご覧ください。

■ 地方創生関連の主な事業 ■
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地方創生を進める新たな取り組み ― その③

　未婚や晩婚の進行を緩和し、地域への移住や
定住を促進するため、町結婚支援員に登録し、
縁結びをしませんか。
○募集期間 　４月３日㊊～５月８日㊊
○ 登録対象　満20歳以上の町民
○ 活動内容　�出会いの場を提供し、交際から結

婚成立までの相談や助言を行う。
○報　　酬�　結婚成立１組につき報償費５万円
○登録方法　�申込用紙などの必要

書類を企画財政課へ
提出（申込用紙は町
ホームページでダウ
ンロード可）

　移住・定住の促進と、空き家の利活用のため、利
用可能な空き家の所有者と、移住・定住のために空
き家の利用を希望する人をマッチングします。
○利用の流れ　 ▶空き家の所有者から事前に登録して

いただく▶町ホームページで利用を希
望する人に情報提供する▶相手方と直
接、または不動産業者の仲介により交
渉・契約する

○ 経　　費　 登録無料（交渉・契約には経費を要す
る場合があります）

○ 登録方法　�申込用紙などの必要書類を提出し、現地
調査・審査を経て登録となります。申
込用紙は町ホームページでダウンロー
ドできます。

結婚支援員制度【募集します】 空き家情報登録制度【募集します】

進めています おいらせ町の地方創生

　平成２９年４月から、放課後児童クラブと放課後子ども教室の開設時間を延長します。
　このたびの延長は、利用者アンケートなどをもとに、１８時までの迎えが困難であった保護者への対
応のため、試行的に実施するものです。

●延長時間
　１８時から１８時３０分まで（３０分間）
●利用料金
　３０分以内につき２００円／１人（延長利用券を購入）
●延長利用の方法
　①延長利用券を各実施施設にて事前購入し、延長利用する際に利用施設へ利用券を提出ください。
　　※利用券は保護者が迎えに来たときに提出ください。
　②利用券未購入で急きょ延長利用したい場合は、迎えの際に保護者が各施設へ直接お支払いください。
●開設時間延長を実施する放課後児童クラブ・放課後子ども教室

施設名称 対象学区 実施場所 電話番号

委
託

あゆみ児童クラブ 百石小学校 （福）奥入瀬会・あゆみ保育園 0178-52-2206

太陽児童クラブ 下田小学校 （福）若駒会・児童クラブ太陽館 0178-56-2532

町
直
営

ひまわり館児童クラブ 木内々小学校 町立木内々児童センターひまわり館 0178-56-2743

みらい館児童クラブ 木ノ下小学校 町立木ノ下児童センターみらい館 0176-51-7080

甲洋なかよし教室 甲洋小学校 甲洋小学校内 0178-52-6055

百小のびのび教室 百石小学校 のびのび館内 0178-52-4554

放課後児童クラブ・放課後子ども教室の開設時間を延長

※向山児童クラブ（向山児童館）は、配置職員数が少ないため実施しません。
問 町民課子育て支援室（放課後児童クラブ担当）　☎0178-56-4259
　 社会教育・体育課（放課後子ども教室担当）　☎0178-56-4276

OIRASE     2017.4 8
Public Relations



▲川口保育園こども赤十字
が、集めた１円募金を日本赤
十字社に寄附されました。

▲小向福造さん（根岸）が、
おいらせ阿光坊古墳館へ須
恵器１点を寄贈されました。

◀佐々木登さん（三沢市）が、母校である甲洋小学校へ寄附されました。

▲閉園したいちょう学園（簗田大義理事
長）が、遊具２基を寄贈されました。こ
の遊具は下田公園に設置予定です。

【１円募金を寄附】

【教育への寄附】

【文化財の寄贈】 【遊具の寄贈】

■寄附・寄贈ありがとうございます■

税目 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 翌１月 翌２月

軽自動車税 全期
（31日） ―― ―― ―― ―― ―― ―― ―― ―― ――

固定資産税 第１期
（31日） ―― 第２期

（31日） ―― 第３期
（10月2日）

第４期
（30日） ―― ―― ――

町・県民税
（普通徴収） ―― 第１期

（30日） ―― 第２期
（31日） ―― 第３期

（31日） ―― 第４期
（25日） ―― ――

国民健康保険税
（普通徴収） ―― ―― 第１期

（31日）
第２期
（31日）

第３期
（10月2日）

第４期
（31日）

第５期
（30日）

第６期
（25日）

第７期
（31日）

第８期
（28日）

介護保険料
（普通徴収） ―― ―― 第１期

（31日）
第２期
（31日）

第３期
（10月2日）

第４期
（31日）

第５期
（30日）

第６期
（25日）

第７期
（31日）

第８期
（28日）

後期高齢者医療
保険料（普通徴収） ―― ―― 第１期

（31日）
第２期
（31日）

第３期
（10月2日）

第４期
（31日）

第５期
（30日）

第６期
（25日）

第７期
（31日）

第８期
（28日）

平成29 年度 町税等期別納期限のお知らせ 問税務課
☎0178-56-4704

納期限内に納めなかった場合

　平成29年度の町税や保険料などの納期限日は、下記の表のとおりです。
　口座振替をご利用の人は、納期限日が振替日です。振替日の前日までに預貯金の残高をご確認ください。
納期限内の納付をお願いいたします。

町税などを納期限までに納付いただけない場合、税負担の公平性を保つため、次の手順で滞納整理いたします。

換　　　価

滞納処分（差押え）

催　　　告

督　　　促

納期限を過ぎますと、延滞金（納期限と税額により計算）が加算される場合があ
ります。納付する日によっては、延滞金もあわせて納めていただく必要があります。

地方税法の規定により、納期限後20日以内に督促状を発送します。
督促状が発送されると、督促手数料もあわせて納めていただく必要があります。

自主納付を促すため、文書・電話・訪問などによる催告を行います。
※滞納の状況や経緯によって、催告を省略し滞納処分を実施する場合もあります。

給与・預金・不動産などを調査し、その結果にもとづき差押えをします。

差押えた財産を現金化し、町税などに充てることになります。

納期限の経過

　差押えなどの滞納処分は、主に連絡や相談がない人、約束いただいた納付計画が守られていない人を対象
に実施します。特別な事情により納付が困難になったときは、お早めに税務課へご相談ください。
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有料広告欄
便器・排水管・下水道の詰まりや破損を防ぐには
● 台所で生ごみ・油類を流さない
　�生ごみ破砕機単体での使用も同様です。油は冷えて固
まり管を詰まらせるので、冷まして新聞紙などに染み
込ませるか、凝固剤で固めて燃えるごみに出しましょう。

● トイレはトイレットペーパー以外流さない
　【詰まるもの】ティッシュペーパー、生理用品など
　�トイレで流れても、その先の排水管などを詰まらせる
原因になります。

● マンホールや汚水ますに危険物を流さない
　�ごみや土砂を捨てると詰まりの原因となります。アル
コールやガソリンなどの危険物を流すと、重大事故が
発生する恐れがあります。

下田公園「縄
ふるさと

文の森イベント広場」利用案内
●利用時間　９時～ 21時（日曜・祝日は17時まで）
●利用内容 　「大屋根ゲートボール場（多目的広場）」「ステー

ジ・放送器具」「大屋根照明」を利用できます。
　※利用料金など詳しくは下記へお問い合せください。
　　　　問 いちょう公園体育館　☎0178-52-6744
　　　　　 農村環境改善センター　☎0178-56-5255

　平成28 年12 月、明神下自主防災会結成式
と防災士認証状伝達式を行いました。同会
へ自主防災会旗が授与され、資格を取得した
９人の防災士に認証状が渡されました。こ
れにより、自主防災組織の世帯カバー率は
81.9％となり、平成26 年度から始まった防
災士育成事業による防災士資格取得者は44
人になり、今後地域での活躍が期待されます。

　２月４日、山口大学の瀧本准教授を講師に
招き、みなくる館において青森県自主防災体
験研修会を開催。町内会、自主防災組織、防
災士などが参加し、自主防災組織の必要性や
活動例などについて講演が行われた後、参加
者の住むそれぞれの地域の拡大地図を用いて
災害図上訓練を実施。危険な場所などを考え、
防災に役立てる方法を学びました。

自主防災組織結成式
・防災士認証状伝達式

東日本大震災避難体験訓練を実施

青森県自主防災体験研修会

　平成２４年に青森県は最大２０ｍ以上の津
波がおいらせ町に襲来する可能性があると発
表しました。これは、東日本大震災で岩手県
や宮城県を襲った最大の津波と同じ高さで
す。また台風や大雨など、過去の規模を上回
る可能性が高まっています。
　いざという時、すぐ避難するためには普段
からの備えが必要です。地域や町の防災訓練
や防災研修に町民の皆さんが参加し、共に考
え行動することが大切です。

　東日本大震災から６年となる３月１１日から１２日
までの２日間、東日本大震災を追体験し、想定される
最大津波に備え避難訓練を行いました。百石漁港から
の徒歩避難（写真①）と、避難先の明神山防災タワー
での避難所運営及び、翌朝までの宿泊訓練を実施。
　夜間は、ライフラインが断絶し津波が引かずにタ
ワーが孤立した想定での実践的訓練として、停電した
暗闇のタワー内で発電機を稼働させ、備蓄物資を利用
しての災害用凝固剤トイレやエアーベッドの設営およ
び使用、アルファ米での食事などを行いました。
　また、意見交換では、それぞれの震災体験と今回の
訓練で感じたことなどについて、深夜まで議論が続き
ました（写真②）。これらの意見と訓練で明らかになっ
た課題を、今後の防災対策に役立てていきます。

おいらせ・防災コラム
問 まちづくり防災課　☎0178-56-2131

Part.4

◀�徒歩避難訓練で高齢者疑似体験
を行った防災士の資格をもつ髙
原雅和さん（若葉地区在住）

写真❷

写真❶
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３つの習慣

４つの対策

住宅防火・いのちを守る７つのポイント

1 寝たばこは、絶対やめる。
2  ストーブは、燃えやすいものから離れた位
置で使用する。

3  ガスこんろなどのそばを離れるときは、必
ず火を消す。

4  逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器
を設置する。

5  寝具、衣類およびカーテンからの火災を防
ぐため、防炎品を使用する。

6  火災を小さいうちに消すために、住宅用消
火器などを設置する。

7  お年寄りや身体の不自由な人を守るため、
隣り近所の協力体制をつくる。

住宅用火災警報器を設置しましょう

４月 14 日㊎
山火事防止宣伝パレード実施

　上北地域県民局、所管の各市町村・消防署・森林組合で組織して
いる「上北地区山火事防止対策協議会」では、町内の山林や防災林
の山火事を防止するため、町内を巡回し広報活動を実施します。

４月９日㊐　９時～
防火パレードを行います

４月 12 日㊌　９時 50 分～ 11 時 40 分
第 30 回おいらせ消防署管内幼年消防クラブ
防火凧揚げ大会を開催します

　町消防団員が消防車両に乗り、警鐘を鳴らしながら１時間程度、
広報活動を行います。火の取り扱いに十分注意して、火災を出さ
ないようにしましょう。

　平成 20 年 6月 2日から、すべての住宅に住宅用
火災警報器の設置が義務付けられました。
　住宅用火災警報器は寝室に設置が必要です。（２階
に寝室がある場合、階段上部にも要設置）
　また、消防職員、消防団員が販売することはあり
ません。悪質訪問販売に注意しましょう。

●場　所　しもだサーモンパーク
●参加者　おいらせ消防署管内幼年消防クラブ
　　　　　（14クラブ・約 230 人）

春の火災予防運動週間
４月 10 日㊊～ 16 日㊐

『消しましょう　その日その時　その場所で』

問おいらせ消防署
　☎ 0178-56-2525

４月１０日～６月１０日は
「山火事防止運動強調期間」です
　春は野山が乾燥して山火事が発生しやすい季節
です。県内では、４月～５月にかけて山火事が多
く発生しており、その原因の多くはたき火やタバ
コの不始末によるものです。
　これから農作業や山菜取
りなど、山林やその周辺で火
を扱う機会が多くなります
ので、町民の皆さん一人ひと
りが注意して山火事を防ぎ、
大切な森林を未来に引き継
ぎましょう。
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㊿

老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

報情

各
種
施
策
・
行
事
案
内

●住民票、町名変更の証明書
●戸籍謄本、戸籍の附票
●印鑑証明書
　※印鑑登録・廃止・　 
　　再発行の手続きはできません
●所得証明書・課税所得証明書
●評価証明書など
　資産に関する証明書
●納税証明書（車検用含む）
●粗大ごみ処理券
●健診無料券など

※住所変更、戸籍届出、保険証
交付などは取り扱いできま
せん。

問北部出張所☎0176㊿1208
　青葉二丁目50番地1395　　

※運転免許証、保険証など本
人確認ができる公的書類を
持参ください。手続きに
よっては説明や追加書類が
必要になります。

北部出張所でも
各種証明書を
発行しています

氣比神社

木ノ下小
しもだ
幼稚園

青葉
公園

北部出張所（北公民館内）

おいらせ病院☎0178-52-3111　中央公民館☎0178-56-2251　東公民館☎0178-52-2061　　　　　　　　　　北公民館☎0176-57-0033　町民交流センター☎0178-56-4711　いちょう公園体育館☎0178-52-6744　

老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

■児童扶養手当の案内■
離婚や死別によるひとり親家庭、父母が重度の障がい状態の家庭、配偶者からの暴力
により保護命令がでている家庭の、児童を監護する親などに支給されます。
①児童１人の場合の月額　全部支給は42,290 円、一部支給は42,280 円～ 9,980 円
② 児童２人以上の場合の１人あたり加算月額　▶第２子加算…全部支給は10,000 円、
一部支給は9,990 円～ 5,000 円▶第３子以降加算…全部支給は6,000 円、一部支給
は5,990 円～ 3,000 円

■特別児童扶養手当の案内■
精神または身体に障害のある20歳未満の児童を監護する親などに支給されます。
　障害程度１級は51,450 円　　障害程度２級は34,270 円
　いずれの手当も受給条件があります。申請の際は問い合わせてください。

問 町民課子育て支援室　☎0178-56-4259　

○
申
込
締
切　
４
月
20
日
㊍
ま
で

※�

ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
ル
を
持
た
な
い

人
に
は
貸
与
し
ま
す
。

※�

小
雨
決
行
。
雨
具
を
準
備
く
だ

さ
い
。

問 

（
申
込
先
）
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
協
会

　

田
中
☎
０
１
７
８
�
３
３
７
８

　

山
﨑
☎
０
１
７
８
�
４
２
５
５

募　
　

集

 

町
多
目
的
ド
ー
ム

 

整
備
検
討
委
員
会
の

 

委
員
を
募
集
し
ま
す

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー

ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

【
春
ま
つ
り
協
賛
】
町
内
対
抗

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

警
察
官
採
用
情
報

○ 

場
所　
い
ち
ょ
う
公
園
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
（
天
然
芝
）

○ 

持
ち
物　
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
４

号
球
（
検
定
球
）

○
指
導
者　

町
サ
ッ
カ
ー
協
会
員

○ 

対
象
者　
幼
児
（
年
長
）
～
小

学
１
年
生
の
男
女

○ 

参
加
料　
５
千
円

○ 

申
込
締
切　
４
月
21
日
㊎
ま
で

問 

（
申
込
先
）
町
サ
ッ
カ
ー
協
会

事
務
局
・
赤
坂

☎
０
９
０
ー
７
９
３
６
ー
２
４
７
３

　
将
来
的
な
多
目
的
運
動
施
設
の

整
備
に
向
け
、
町
民
の
幅
広
い
意

見
を
施
設
整
備
の
基
本
方
針
に
反

映
す
る
た
め
、
委
員
の
一
部
を
町

民
の
皆
さ
ま
か
ら
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
人
員　
２
人
程
度

○  

募
集
期
間　
４
月
３
日
㊊
か
ら

４
月
20
日
㊍
ま
で
（
必
着
）

○ 

任
期　
平
成
29
年
５
月
１
日
か

ら
２
年
以
内

○ 

報
酬　
会
議
の
際
、
町
の
規
定

に
よ
り
報
酬
な
ど
を
支
給
。

○ 

応
募
資
格　
次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
人
▼
町
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
や
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
に
参
加

し
て
い
る
、
ま
た
は
興
味
・
関

心
の
あ
る
人
▼
町
内
に
在
住
ま

た
は
在
勤
す
る
18
歳
以
上
の
人

▼
行
政
機
関
の
職
員
お
よ
び
地

方
公
共
団
体
の
議
員
で
な
い
人

○ 
応
募
方
法　
「
公
募
委
員
申
込

書
」
を
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
よ

り
、
社
会
教
育
・
体
育
課
へ
提

出
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は
町

民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
い
ち
ょ
う

公
園
体
育
館
、
北
公
民
館
、
社

会
教
育
・
体
育
課
で
配
布
し
て

い
る
ほ
か
、
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

問 

（
申
込
先
）
社
会
教
育
・
体
育
課

　

☎
０
１
７
８
�
４
２
７
６

　

FAX
０
１
７
８
�
４
２
６
８

　

  shakai@
tow

n.oirase.aom
ori.jp

○ 

実
施
日　
５
月
～
８
月
の
毎
週

火
曜
日　
17
時
半
～
18
時
半

※
初
回
は
５
月
２
日
㊋
17
時
半
。

※�

８
月
15
日
は
休
み
、
雨
天
・
強

風
時
は
中
止
。

○ 

開
催
日
時　
５
月
３
日
㊌　

　
９
時
競
技
開
始（
８
時
半
集
合
）

○ 

会
場　
い
ち
ょ
う
公
園
体
育
館

前
芝
生

○ 

チ
ー
ム
編
成　
１
チ
ー
ム
５
人

（
男
女
混
合
、
児
童
混
合
、
複

数
チ
ー
ム
参
加
可
能
）

○
参
加
費　
１
チ
ー
ム
１
５
０
０
円

【
警
察
官
Ａ
（
大
卒
者
）】

○ 

受
付
期
間　
５
月
８
日
㊊
～
６

月
16
日
㊎

○ 

試
験
日　
１
次
試
験
…
７
月
９

日
㊐
／
２
次
試
験
…
８
月
中
旬

【
警
察
官
Ｂ
】

○ 

受
付
期
間　
７
月
14
日
㊎
～
９

月
１
日
㊎

○ 

試
験
日　
１
次
試
験
…
９
月
24

日
㊐
／
２
次
試
験
…
11
月
上
旬

※�
詳
細
は
試
験
案
内
（
申
込
書
）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 
三
沢
警
察
署
お
い
ら
せ
交
番

　
　

☎
０
１
７
８
�
３
１
１
０
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老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

おいらせ病院☎0178-52-3111　中央公民館☎0178-56-2251　東公民館☎0178-52-2061　　　　　　　　　　北公民館☎0176-57-0033　町民交流センター☎0178-56-4711　いちょう公園体育館☎0178-52-6744　

老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

問 自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所　☎0176 �1346（FAX兼）
　 〒033-0037　三沢市松園町三丁目6-16　中野プラザビル２階自衛官募集案内

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 試験会場
一般幹部候補生
（一般・飛行） 22歳以上26歳未満の人 ５月５日㊎

まで
５月13日㊏…筆記試験／ 5月
14日㊐…操縦適性検査（飛行） 別途ご連絡します

海上自衛隊
技術海上幹部 38歳未満の人

４月21日㊎
～

５月26日㊎

６月26日㊊
横須賀基地

航空自衛隊
技術航空幹部 45歳未満の人 目黒基地

海上自衛隊
技術海曹

20 歳以上で各種国家免許
資格など保有の人 ６月23日㊎

八戸航空基地

航空自衛隊
技術空曹

21 歳以上で第２種電気主
任技術者 府中基地

補
助
・
助
成

お
知
ら
せ

 

県
特
別
保
証
融
資

　

制
度
保
証
料
補
給

平
成
29
年
度 

固
定
資
産

価
格
等
の
縦
覧
を
実
施

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
配
布

 

緊
急
雇
用
奨
励
金
を

　
　
　

  

交
付
し
ま
す

　
県
は
、
事
業
活
動
に
必
要
な
資
金

調
達
を
図
る
方
に
、
特
別
保
証
融
資

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
税
の
滞
納
が

な
く
、
一
定
条
件
を
満
た
し
て
い
る

こ
の
制
度
の
利
用
者
に
、
町
か
ら
信

用
保
証
料
の
補
給
を
行
い
ま
す
。

【
未
来
を
変
え
る
挑
戦
資
金
】

○ 

交
付
対
象
者
▼
創
業
３
年
未
満

▼
融
資
額
１
千
万
円
以
内
（
返

済
期
間
10
年
以
内
、
据
置
き
１

年
以
内
）
▼
町
内
に
住
所
ま
た

は
事
業
所
が
あ
る
企
業

○ 

補
助
金
額　
信
用
保
証
料
の
全

額
（
県
30
％
、
町
70
％
）

【
空
き
店
舗
活
用
チ
ャ
レ
ン
ジ
融
資
】

○ 

交
付
対
象
者
▼
町
が
地
域
商
店

街
等
活
性
化
の
取
組
み
と
認
め

て
い
る
▼
融
資
額
１
千
万
円
以

内
（
返
済
期
間
10
年
以
内
、
据

置
き
１
年
以
内
）
▼
町
内
に
住

所
ま
た
は
事
業
所
が
あ
る
企
業

○
補
助
金
額　
信
用
保
証
料
の
全
額

【
事
業
活
動
応
援
資
金
】

○ 

交
付
対
象
者
▼
町
内
に
住
所
ま

た
は
事
業
所
が
あ
る
企
業
で
、

１
年
以
上
継
続
し
同
一
事
業
を

営
ん
で
い
る
▼
融
資
額
２
千
万

円
以
内（
返
済
期
間
10
年
以
内
、

　
縦
覧
制
度
は
、
固
定
資
産
の
評
価

　
外
見
上
、
障
が
い
が
あ
る
と
分
か

ら
な
い
人
が
、
援
助
や
配
慮
を
受
け

や
す
く
す
る
た
め
に
、
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
な
ど
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
お
持

ち
の
方
を
見
か
け
た
ら
、
思
い
や
り

の
あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

○ 

対
象　
身
体
障
が
い
、
知
的
障

が
い
、
発
達
障
が
い
な
ど
の
援

助
・
配
慮
を
必
要
と
す
る
人

○
配
布
場
所　
介
護
福
祉
課
窓
口

問 
介
護
福
祉
課

　
　
　
　

０
１
７
８
�
４
７
０
５

　
雇
用
機
会
の
創
出
と
企
業
の
事
業

活
動
安
定
化
を
図
る
た
め
、
新
た
に

社
員
を
雇
用
し
た
事
業
者
に
「
緊
急

雇
用
奨
励
金
」
を
交
付
し
ま
す
。

○
交
付
対
象

①�

平
成
30
年
３
月
ま
で
に
、
次
の
い

ず
れ
か
の
町
民
を
常
用
労
働
者
と

し
て
新
た
に
雇
用
し
た
事
業
者
▼

既
卒
者　
（
過
去
３
年
以
内
に
各

種
学
校
を
卒
業
し
た
人
）
▼
非
自

発
的
離
職
者
（
事
業
所
の
都
合
に

よ
り
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

人
）
▼
障
が
い
者
・
重
度
障
が
い

者
（
詳
細
な
定
義
に
つ
い
て
は
お

据
置
き
１
年
以
内
）

○ 

補
助
金
額　
信
用
保
証
料
の
２

分
の
１（
小
数
点
以
下
切
捨
て
）

※�

同
一
業
者
・
同
族
業
者
は
、
年

度
内
15
万
円
が
上
限
金
額
で
す
。

【
実
施
予
定
期
間
】

平
成
29
年
４
月
１
日
～
平
成
30
年

３
月
31
日
（
申
込
状
況
に
よ
り
、

早
期
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

問 

▼
信
用
保
証
料
補
給
制
度
…

商
工
観
光
課 

☎
０
１
７
８
�

４
７
０
３
▼
県
特
別
保
証
融
資
制

度
…
県
商
工
政
策
課 

☎
０
１
７

ー
７
３
４
ー
９
３
６
８
▼
融
資
の

申
込
み
…
青
森
銀
行
、
青
い
森
信

用
金
庫
、
青
森
県
信
用
組
合
な
ど

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
）
▼
高
年
齢

者
60
歳
～
64
歳
の
人
（
定
年
退
職

者
は
60
歳
未
満
で
も
対
象
）

②
町
内
に
事
業
所
が
あ
る
こ
と

③
雇
用
保
険
適
用
事
業
所

④
町
税
を
完
納
し
て
い
る
事
業
所

○ 

対
象
外　
▼
事
業
所
の
後
継
者

▼
過
去
６
か
月
以
内
に
事
業
主

の
都
合
で
社
員
を
解
雇
し
て
い

る
事
業
所
▼
再
雇
用

○ 

交
付
期
間　
常
用
労
働
者
を
雇

用
し
た
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し

て
12
か
月
以
内

○ 

１
人
あ
た
り
の
奨
励
金
月
額

　
①
既
卒
者　
３
万
円

　
②
非
自
発
的
離
職
者　
２
万
円

　
③
高
齢
者　
１
万
円

　
④
障
が
い
者　
２
万
円

　
⑤
重
度
障
が
い
者　
３
万
円

※�

労
働
時
間
20
～
30
時
間
の
場
合

は
、
障
が
い
者
１
万
２
千
円
、
重

度
障
が
い
者
１
万
８
千
円
で
す
。

○ 
申
請
期
限　
雇
用
し
た
日
か
ら

３
か
月
以
内

問  

商
工
観
光
課 

　

☎
０
１
７
８
�
４
７
０
３

額
を
周
辺
の
評
価
額
と
比
較
し
、
適

性
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。
町
の
固

定
資
産
税
納
税
義
務
者
で
あ
れ
ば
、

自
ら
所
有
す
る
固
定
資
産
以
外
で
も

無
料
で
縦
覧
で
き
ま
す
。
自
己
所
有

資
産
な
ら
ば
、
課
税
台
帳
の
閲
覧
も

で
き
ま
す
の
で
、
評
価
額
と
税
額
を

確
認
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

○ 

縦
覧
期
間　
４
月
３
日
㊊
～
５
月

31
日
㊌
（
土
日
祝
日
は
除
く
）

○
縦
覧
時
間　
８
時
15
分
～
17
時

○
縦
覧
場
所　
税
務
課
（
本
庁
舎
）

○
持
ち
物　
印
鑑
、
本
人
確
認
書
類

※�

代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
、
委
任

状
や
賃
貸
借
契
約
書
が
必
要
で
す
。

問
税
務
課 

☎
０
１
７
８
�
４
７
０
４

ヘルプマーク
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老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

●申請期限　平成 29年 12月 20 日㊌まで
※工事着工前に指定の申請書類を提出ください。
● 対象者　浄化槽を新たに設置する人、または単
独浄化槽から合併浄化槽に切り替えする人

●主な交付要件
　①公共下水道事業認可区域外に設置すること
　②平成 30年２月末日までに事業完了すること
　③本人と世帯が町税などを滞納していないこと

　下水道が当面整備されない地区の浄化槽設置に、
補助金を交付します。住宅・事業所が対象となり、
借家等は対象外となります。

一般住宅用 区分 限度額
5 人槽 529,000 円
6人槽～ 7人槽 662,000 円
8人槽以上（上限） 897,000 円

事業所用　区分 限度額
5 人槽 352,000 円
6人槽～ 7人槽 441,000 円
8人槽～ 10人槽 598,000 円
11人槽～ 15人槽 876,000 円
16人槽以上（上限）1,174,000 円

浄化槽設置に補助金を交付します神明前・向坂・一川目の一部が
下水道へ接続できるようになりました

問 地域整備課
　 下水道係
☎ 0178 � 4819

　加害者から治療費を受け取ったり、示談を済ませ
たりすると国保が利用できなくなります。
　交通事故など第三者から傷病を受けた際の受診で
国保を使う場合、環境保健課に届出が必要です。

学生用の保険証が、申請により交付・更新されます。
● 対象者　▶町外に転出し、学校教育法で定める
学校に通学予定の人▶現在学生用の保険証を持
ち、平成29年４月以降も引き続き学生の人

● 必要なもの　印鑑、国保保険証、在学証明書（平
成 29年４月以降発行のもの）、マイナンバーが
分かるもの（学生証だけでは手続き不可）

※�卒業時に学生用の保険証返還の届出が必要です。

14 日以内に環境保健課または町民課へ届出くだ
さい。
▶職場の健康保険に加入した（国保資格は自動喪
失されません。届出には全員分の新保険証が必要
です）▶職場の健康保険をやめた（職場の健康保
険資格喪失の証明書が必要です）▶職場の健康保
険に加入しておらず、町外から転入した・町外へ
転出した・出生や死亡があった、など
届け出が遅れると、健康保険の二重加入により不
利益を受けることがあります。また、保険証が変
わる時は、病院にも連絡してください。

交通事故のときは必ず届け出を

町外で進学・進級する国保加入者は届出を

資格異動のときは必ず届出が必要です

2

3

1

国 健 保民 康 険
問環境保健課　☎ 0178-56-4218

防衛省：防衛施周辺民生安定助成事業
防災行政無線戸別受信機を更新
問 まちづくり防災課　☎０１７８－５６－２１３１

　平成２９年３月までに各家庭に設置されている戸
別受信機をアナログ装置からデジタル装置に更新が
終わった世帯で、「放送に雑音が入る」「放送が途切
れる」のような不具合が出る場合は、まちづくり防
災課まで相談ください。また、現在未更新で更新を
希望される方、新規で設置を希望される方は、まち
づくり防災課にお申し込みください。

　デジタル戸別受信機は、アンテナを屋外に取り
付けし、ケーブルを戸別受信機のところまで引き
込みしなければならないため、壁に穴を開けるな
どの工事が必要となる場合があります。

①�軒下などで雪害のない場所に棒状のアンテナを
取り付けます。ビスなどで強固に固定します。

②�壁を貫通して同軸ケーブルを屋内に通し、防水
処理を施します。

③�屋内の希望位置に受信機を取り付けます。
①ダイポールアンテナ
・�軒下など雪害のない場所
へ取り付け

・�ステンレスのビスなどで
強固に固定

②壁貫通
・�ツバ管を使用しシーリン
グで防水処理

・�屋外部ケーブルはゆるま
せて水切り

②同軸ケーブル
・�同軸用サドルに
て固定

③個別受信機

おいらせ病院☎0178-52-3111　中央公民館☎0178-56-2251　東公民館☎0178-52-2061　　　　　　　　　　北公民館☎0176-57-0033　町民交流センター☎0178-56-4711　いちょう公園体育館☎0178-52-6744　

　対象となる人は、３年以内（平成32 年３月末）に排水
設備工事を行い、下水道に接続ください。上記期間内に個
人で排水設備工事を行う場合は、次のいずれかの助成制度
の対象となります。なお、新築・事業所・賃貸は対象外です。
① 融資あっ旋制度…町を通して融資を受けて工事を
行った場合、利子を町が全額負担します。

② 奨励金制度…自己負担で工事を行った場合、町か
ら奨励金が支給されます。

◆ 助成制度の対象期限切れ間近！
　平成27 年４月から下水道の供用を開始している地区
で未接続の人は、助成制度の対象期限が平成30 年３月
末までとなりますので、ご注意ください。

◆下水道使用料の減量認定について
①�一般家庭で水稲の育苗や菜園への散水など、下水道
に排出されない上水道が平常時と比べ、１か月あた
り５㎥以上ある場合。

②�上水道の漏水により、汚水排水量が著しく相違する場合。
※�上記①・②に該当する場合は、申請期限などの一定条
件がありますので、お早めにご相談ください。

　　　　　　問 地域整備課 下水道係　☎0178-56-4819
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老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

４月の相談窓口
日中お仕事などで、税金・保険料の
納付や相談が困難なとき

・納税相談   問税務課 ☎ 0178 � 4704

①夜間納税相談……17時～20時

②休日納税相談……８時半～17時

時間内であれば税金・保険料を納める
こともできます。
お気軽にご利用・ご相談ください。

　高齢者や身体の不自由な人が、どうし
ても金融機関や役場窓口で税金を納めら
れない場合には、自宅へ訪問し徴収する
こともできます。
　税金・保険料の３月 31日㊎納期限の督
促状発送日は４月 20日㊍です。

※�納め忘れの防止には、手間のかからない
口座振替が便利で安心です！

・ 町民相談　12 日㊌　10 時～ 15 時
    場 中央公民館 
　 問総務課　☎ 0178 � 2166
    相談員　柏崎 良子

・ 行政相談　28 日㊎　10 時～ 12 時
    場 東公民館
　 問総務課　☎ 0178 � 2166
    相談員  中村 廣美（☎ 0178 � 3848）

場 本庁舎� ４日㊋、18 日㊋
場 分庁舎 11 日㊋、25 日㊋

場 本庁舎　２日㊐

日常の困りごとなど

老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

・ 心配ごと相談　５日㊌
　時 10 時～ 12 時　場 いきいき館
　問町社会福祉協議会　☎ 0178 � 7066

日時 行事内容

三
田
保
育
園

13日㊍ 10：00～11：30 ハッピーキッズ（ハーフバースディ・1歳バースディカード製作）
14日㊎ 10：00～11：30 スクラップブッキングクラブ　ちょき・ぺた
18日㊋ 10：00～12：00 ハンドメイドクラブ
19日㊌ 10：00～12：00 すこやかＤＡＹ（成長記録・身体計測）
20日㊍ 10：00～10：45 ベビーリトミックサークル
21日㊎ 10：00～12：00 ほっとカフェ
25日㊋ 10：30～12：00 アフタービクスサークル
26日㊌ 10：00～12：00 親子クラブ、給食試食会
27日㊍ 10：00～11：30 よちよちひろば
詳しい内容は公民館などにある「たんぽぽつうしん」をご覧ください

菜
の
花
保
育
園

5日㊌ 10：00～11：30 アンパンマンサークル「アルバム作り」
8日㊏ 9：30～10：00 保育体験
8日㊏ 10：00～11：30 わくわくサークル「おもちゃ作り」
8日㊏ 13：00～14：10 フラダンスサークル
10日㊊ 10：00～11：30 リラックマサークル「自由遊び、おしゃべりタイムなど」
11日㊋ 10：30～11：30 ふれあい遊び【みらい館サークル】
12日㊌ 10：00～11：30 フラワーサークル「フラワーアレンジメント」
13日㊍ 10：30～11：30 小物作り【みらい館サークル】
15日㊏ 10：00～14：00 春のフェス【カワヨ牧場・牧野館】（おいらせ森の幼稚園）
17日㊊ 10：00～11：30 リラックマサークル「自由遊び、おしゃべりタイムなど」
19日㊌ 10：00～11：30 すくすくルーム
22日㊏ 9：30～10：00 保育・離乳食体験
22日㊏ 10：00～11：30 クックサークル「かぼちゃのおやつ作り」
22日㊏ 13：00～14：10 フラダンスサークル
24日㊊ 10：00～13：00 サニースマイルママ
25日㊋ 10：30～11：30 こいのぼり製作【みらい館サークル】
27日㊍ 10：30～11：30 ふれあい遊び【みらい館サークル】
詳しい内容は公民館などにある「わくわくつうしん」をご覧ください

あ
ゆ
み
保
育
園

14日㊎ 9：55～11：30 英語で遊ぼう【北公民館】
18日㊋ 9：55～11：50 顔合わせ・こいのぼり制作
20日㊍ 9：55～11：30 ファミリーサロン
25日㊋ 9：55～11：50 母の日プレゼント
26日㊌ 9：55～11：50 人形劇観賞
28日㊎ 9：55～12：00 お花見会
★詳しい内容は公民館などにある「きらら通信」をご覧ください。

三田保育園
　☎0178�2008
菜の花保育園
　☎0176�8670
あゆみ保育園
　☎0178�2206

　子育て支援センターの下
記行事は、子育て家庭の親
子なら、どなたでも参加で
きます。興味のある方はお
問い合わせください。

（主催）三田保育園、菜の花保育園、あゆみ保育園

●場所　イオンモール下田
　　　　　　　　　西コート
●内容　えほん、手遊び、
　　　　ふれあい遊びなど４月24日㊊　11時～

広場

おいらせ町地域子育て支援センター

児童生徒とその関係者を対象に、いじめ、
不登校、非行、しつけ、進路、勉強に関
することなどの相談を受け付けます。
●開催日　毎週火曜・水曜・木曜に開催
●時　間　９時～ 12 時（みなくる館）
　　　　　13 時～ 16 時（電話相談）
　　問教育相談電話　☎ 0178 � 2019

平成 29 年度 教育相談

  O
ira

se 
Children's Support Center       Let's enjoy -Hobby-Event-Experience 

ac
tiv

ity
-e

tc
...

子育て支援
センターの
サークルに
おいでよ！

４

●日時　４月 20 日㊍　15 時～
　※�日程は変更する場合があります。
●場所　役場分庁舎・401 会議室
　議題により退席いただく場合があり
ます。また、５人以上で傍聴を希望す
る場合は、前日までに連絡ください。

問学務課　☎０１７８�４２５８

町教育委員会定例会の開会情報

おいらせ病院☎0178-52-3111　中央公民館☎0178-56-2251　東公民館☎0178-52-2061　　　　　　　　　　北公民館☎0176-57-0033　町民交流センター☎0178-56-4711　いちょう公園体育館☎0178-52-6744　
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町 内 会
有楽町／阿光坊／
本村／新敷／
錦ヶ丘／洗平

住吉町／若葉／青葉／緑ヶ
丘／鶉久保／木ノ下／豊栄
／豊原／向山／苫米地／洋
光台／根岸／黒坂／深沢／
一川目／二川目

鍋久保／三本木／三田／間木／曙／
木内々／染屋／木崎／秋堂／中野平／
苗振谷地／向坂／本町地区／くるみ団
地／藤ヶ森／いちょう団地／堀切川／
川口／明神下／横道／日ヶ久保

燃 え る ご み 毎週月・木曜日 毎週火・金曜日
燃えないごみ ４月28日㊎ ４月25日㊋ ４月24日㊊

資 源 ご み 　　　　　　　　　　　　　４月５ 日㊌�������　　　　　　　　　　　４月12日㊌
　　　　　　　　　　　　　４月19日㊌�������　　　　　　　　　　　�４月26日㊌

粗 大 ご み ４月14日㊎・28日㊎　★有料予約制／１週間前までに申込みが必要です

缶 ・ プ ラ ス チ ッ ク 紙
プ ラ ス チ ッ ク 　 び ん 　

ごみは夜出さず、収集日の朝８時までに出してください。ペットボトルのキャップやラベルははずしてください。
黄色の警告シールがついた場合、ごみ出しのルールが守られていません。不具合を直し新しい袋かシールをはがした袋で出してください。 ご

み
カ
レ
ン
ダ
ー

小
型
家
電
巡
回
回
収 問環境保健課　☎0178�4218

※�巡回時刻までに小型家電を持参してください。また、巡回場所に置き
去りにしないでください。

４月１０日 ㊊　下田地区の各集会所など

※�テレビ、洗濯・乾燥機、冷蔵・冷凍庫、エアコンは回収できません。

４月１１日 ㊋　百石地区の各集会所など
巡回時刻 巡回場所
8:30 秋堂
8:45 木崎
9:00 染屋
9:15 間木
9:30 曙
9:45 三田
10:00 三本木
10:15 伝承館
10:30 阿光坊
10:45 新敷
11:00 洗平
11:15 錦ヶ丘

巡回時刻 巡回場所
11:30 向山
11:45 豊原
13:00 北公民館
13:15 古間木山
13:30 鶉久保
13:45 木ノ下
14:05 豊栄
14:15 町営霊園
14:35 有楽町
14:45 木内々
15:00 中野平

巡回時刻 巡回場所
8:30 東公民館
8:45 味祭館
9:00 藤ケ森
9:15 川口
9:30 堀切川
9:45 明神山
10:00 横道
10:15 深沢旧会館

巡回時刻 巡回場所
10:30 一川目
10:50 二川目
11:15 百石中
11:30 洋光台
11:45 いちょう公

園交流館
12:00 みなくる館
12:15 苗振谷地

～春は新スタートの季節！お弁当を作ろうの巻～

しょくいくぷらす

こそだてコラム㉝

　春は新しい生活が始まる人も多いでしょう。暖かくなり外
出する機会も増える時期です。お弁当を作って春のピクニッ
クなどを楽しんでみては ?　そこで、栄養バランスのとれた
お弁当の作り方を紹介します！
　お弁当箱はどんなものでも大丈夫。バランスのとれたお弁
当は、カロリーがお弁当の容量とほぼ一緒になるといわれて
います。（例えば、600ml や CCと書かれたお弁当箱にきっ
ちり食材詰めた場合は約 600kCal）
　バランスのとり方としては、お弁当箱に対しメインのおか
ずが１、副菜となる野菜料理が２、お米などの主食を３の比
率になるよう並べます。１段の弁当箱ならば、約半分は白米
です。（600kCal のお弁当にご飯は茶碗軽く１杯）
　メインのおかずは、卵焼きや肉を使ったおかず、魚など。
副菜はあまり汁気がないものがお弁当に向いています。ただ
し、炊き込みごはんや唐揚げなどは、カロリーと塩分も増え
るため、他のおかずはできる
だけ淡泊に。酢を使ったり、
ゴマをうまく使って薄味にし
ましょう。外で買うならでき
るだけ多品目（幕の内弁当等）
を選びましょう。［環境保健課］

【主食３】
ごはん、
おにぎり、
炊き込みご飯
など

【副菜２】
お浸し、酢の
物、和え物

【主菜１】
卵焼、魚など

春の町内清掃にご協力ください
　今年の「おいらせ町環境美化の日」は４月
16日です。町民みんなで清掃活動に汗を流し、
ごみのない美しい町をつくりましょう。

　奥入瀬川クリーン運動
奥入瀬川河川堤防沿いのごみ拾いを行います。
奥入瀬川沿いの町民に限らず、皆さまの参加を
お待ちしております。
●日時・場所　4月16日㊐実施
　①６時開始▶三田会館、幸運橋河川広場
　②８時開始▶しもだサーモンパーク

　全町一斉清掃運動
ごみ拾いや道路側溝の泥上げなどを行います。
作業の詳細はお住まいの町内会に確認ください。
●基 準 日　4月16日㊐
　※�地区ごとに実施日時が異なりますので、お

住まいの町内会にご確認ください。
●実施場所　各町内会区域

【収集ごみは分別をお願いします】
　各収集場所へ集積するごみは、「燃えるごみ」「燃
えないごみ」「資源ごみ」にしっかりと分別してく
ださい。また、びん類・缶類は同じ袋に入れずに
分別して収集してください。

問環境保健課　☎0178-56-4218　
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問おいらせ町地域包括支援センター（分庁舎４階）　☎ 0178 � 2132

こんにちは、地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

支
し

援
えん

センターです！　No.35

国民年金情報

問日本年金機構八戸年金事務所　☎0178�7369
　町民課国民年金係　　　　　        ☎0178�2246ねんきんダイヤル　☎0570 - 05 - 1165

　地域包括支援センターは、
高齢者のみなさんが住み慣れ
たまちで安心して暮らしてい
くための総合相談窓口です。

　いただいた情報をもとに対応いたします。「あれ？」「心配だな」という「気づき」が大き
な支えになります。
　高齢者の気がかりなこと、どんな小さいことでも構いません！　下記までご連絡ください！

あなたのまわりに、
こんな気がかりなことは
ありませんか？

ご存知ですか？　受給資格期間が２５年から１０年間に短縮されます。

受給資格期間が…
平成29年７月31日までは

２５年以上
平成29年８月１日からは

１０年以上
　平成29年８月１日時点で、受給資格期間が10年以上25年未満の人には、「年金請求書（短縮用）」と「年
金請求手続きのご案内」が年金機構から送付されます。なお、請求手続きは８月１日以前でもできます。

【手続き場所】

【期間短縮年金請求書の送付時期】

すべての加入期間が国民年金第１号の人�　　町民課または分庁サービス課の窓口
厚生年金などの期間がある人　　　　　　　�八戸年金事務所

生年月日 送付時期
大正15年４月２日～昭和17年４月１日 ２月下旬～３月下旬
昭和17年４月２日～昭和23年４月１日 ３月下旬～４月下旬
昭和23年４月２日～昭和26年７月１日 ４月下旬～５月下旬
昭和26年７月２日～昭和30年10月１日（女性）
昭和26年７月２日～昭和30年８月１日（男性）５月下旬～６月下旬
昭和30年10月２日～昭和32年８月１日（女性）
大正15年４月１日以前に生まれた人　※ ６月下旬～７月下旬

※�国共済、地方共済および私学共済
に加入期間がある人は、生年月日
に関係なく６月下旬～ ７月下旬に
送付されます。

●�平成28 年８月１日時点に60 歳以上であり、資格期間が10 年未満の人でも、任意加入などで保険料を
納めることにより年金を受け取れる可能性があります。
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1/24
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1/24
平成 30 年

3/14
平成 30 年

3/14

4/26 4/26 6/21

➡

　2 歳 6 か月児健康診査（金曜日）　●受付 12 時半～ 12時 45分　※対象者に個別通知します。

　1 歳 6 か月児健康診査（金曜日）　●受付 12 時半～ 12時 45分　��※対象者に個別通知します。

　9 ～ 10 か月児相談（水曜日）　●受付 10 時～ 10時半　※歯科医による診察と講話があります。

　5~6 か月児相談（水曜日）●受付　グループ①10時～10時20分　グループ②10時40分～11時
　栄養士による離乳食指導と試食、子育て支援センターによるふれあい遊びの紹介
　※個別通知しますのでご確認ください。「お父さんのための離乳食の作り方教室」も同日開催します。

　5~6 か月児相談（水曜日）●受付　グループ①10時～10時20分　グループ②10時40分～11時
　栄養士による離乳食指導と試食、子育て支援センターによるふれあい遊びの紹介　※個別通知あり
　「お父さんのための離乳食の作り方教室」も同日開催します。

お子様の生まれた月をご確認ください。●開催場所 : 老人福祉センター（全日程共通）
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　2 ～ 3 か月児相談（水曜日）　　●受付 10 時～ 10時 20分　
　　　　ベビービクスと子育て支援センターによるふれあい遊びの紹介

4/21 5/19 6/23 7/21 8/25 9/15 10/20 11/17 12/15
平成 30 年

1/19
平成 30 年

2/16
平成 30 年

3/16

　3 歳児健康診査（金曜日）　●受付 12 時半～ 12時 45分　※対象者に個別通知します。

　9 ～ 10 か月児相談（水曜日）　●受付 10 時～ 10時半　※歯科医による診察と講話があります。

乳幼児健康診査・健康相談の年間予定
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健康　　　長寿
　おいらせ町

健康長寿
青森県一を
目指します

　働き盛り世代の方々が、生活習慣病予防と健康に関する知識を
身につけ実践できるように、協定締結２企業・２団体で健康講座
を開催しました。町は、企業・団体と連携協力をして、一丸となっ
て健康長寿青森県一を目指しています。

問環境保健課 健康長寿推進室　☎0178-56-4551

「健康長寿のまちづくり協定」
締結企業・団体で健康講座を開催

今月のイオンモール・
ウォーキング健康レッスン

　季節や天候に左右されずウォーキングを楽しめる
イオンモールを会場に、日常生活に無理なく「歩き」
を取り入れて効果的な健康づくりや正しいウォーキ
ングやストレッチの「コツ」をアドバイスします。

○日　　時　４月11日㊋
　　　　　　［１回目］９時～　［２回目］10時～
　　　　　　※都合の良い時間にご参加ください
○集合場所　専門店２階TK前（イオンホール近く）
○講　　師　スポーツオーソリティ下田店
　　　　　　トレーナー　佐藤洸汰�氏
○ 留意事項　▶申込不要▶動きやすい服装やシューズ
でお越しください▶荷物は身に着けられる程度に
してください▶水分等飲み物はご自分でご準備く
ださい▶体調に不安のある方は、無理をしないで
ください

※４月レッスンは健活ポイント対象事業ではありません。

問環境保健課 健康長寿推進室　☎ 0178-56-4551

青森県特定不妊治療費助成事業
　県では、不妊治療のうち、体外受精および顕微授精
などの「特定不妊治療」については、治療費が高額で
あり、その経済的負担が重いことから、医療保険が適
用されず高額の治療費がかかる配偶者間の特定不妊治
療に要する費用の一部を助成しています。
● 対 象 者　婚姻をしている夫婦のうち、次の要
件をすべて満たす人が対象です。

　�▶夫妻のいずれかが青森県民である人▶特定不
妊治療以外に妊娠の見込みがないか、極めて少
ないと判断された人▶夫および妻の前年（申請
時期によって前々年）の所得の合算額が730 万
円未満の人▶治療初日時点で妻が43 歳未満で
あること

● 対象治療　妻が妊娠することを目的として行う
保険適用外の特定不妊治療とします。助成対象
治療が具体的に定められているため下記までお
問い合せください。

● 助 成 額　１回の治療につき15万円以内
● 助成回数　助成回数は通算６回まで（治療初日
時点で妻が40歳以上のときは通算３回まで）

問 三戸地方保健所（三八地域県民局保健総室）
　　　　　　　　　　　　　　☎0178-27-5111
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三村興業社

スポーツオーソリティ
下田店

ＪＡ十和田おいらせ

木村歯科医院
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♪おいらせ健康カレンダー♪
日・曜 行事名 時間 ※は受付 場　所 備　　考

平日毎週火曜 リハビリ相談 9:30-11:00 いきいき館 理学療法士による運動指導。

平日毎週金曜 リハビリ相談 9:30-11:00 いきいき館 看護師による健康相談。

日・曜 行事名 時間 ※は受付 場　所 備　　考

1 ㊏

2 ㊐ 愛の献血 10:00-12:00
13:15-16:30 イオンモール下田 受付場所：ボウリング場入口

～
10 ㊊ 南地区介護予防教室 9:30-12:00 老人福祉センター
11 ㊋

12 ㊌

北地区介護予防教室 9:30-12:00 北公民館
２～３か月児健康相談 ※ 10:00-10:20 老人福祉センター 対象：平成29年1月生まれ
母乳相談（助産師）
栄養相談（栄養士） ※ 13:00-13:20 老人福祉センター 対象：母乳相談…妊産婦（予約制）

　　　栄養相談…妊産婦、乳幼児（予約制）
13 ㊍ 百石地区介護予防教室 9:30-12:00 のびのび館
～
17 ㊊ 南地区介護予防教室 9:30-12:00 老人福祉センター
18 ㊋ 貯筋道場 9:15-11:00 交流センター 見学申込みは地域包括支援センターまで
19 ㊌ 北地区介護予防教室 9:30-12:00 北公民館
20 ㊍ 百石地区介護予防教室 9:30-12:00 のびのび館
21 ㊎ ３歳児健康診査 ※ 12:30-12:45 老人福祉センター 対象：平成25年10月生まれ
22 ㊏
23 ㊐
24 ㊊ 南地区介護予防教室 9:30-12:00 老人福祉センター
25 ㊋ 貯筋道場 9:15-11:00 交流センター 見学申込みは地域包括支援センターまで

26 ㊌

北地区介護予防教室 9:30-12:00 北公民館

5～6か月児健康相談 ※ 10:00-10:2010:40-11:00 老人福祉センター 対象：平成28年10月～11月生まれ
お父さんのための
離乳食の作り方 ※ 9:30-9:45 老人福祉センター ５～６か月児健康相談と同時開催

27 ㊍ 百石地区介護予防教室 9:30-12:00 のびのび館
28 ㊎ １歳６か月児健康診査 ※ 12:30-12:45 老人福祉センター 対象：平成27年9月生まれ
29 ㊏
30 ㊐

　町では毎月、右記のとおり献血を行っております。献血
を行うことで、糖尿病や肝疾患などの診断結果を無料で確
認でき、社会貢献と同時に健康管理を行うことができます。
　身近な社会貢献である献血にご協力をお願いします。
●受付時間　【午前】10時00分～ 12時00分
　　　　　　【午後】13時15分～ 16時30分
　　　　　　※12月のみ受付時間は９時～ 16時です
●受付場所　イオンモール下田�ボウリング場入口
　　　　　　※５月のみマエダストアにて実施

問環境保健課　☎0178-56-4218　

■平成29 年度の献血日程■ 月 実施日

４月 ２日㊐

５月 ４日㊍ ㈷※

６月 11 日㊐

７月 23 日㊐

８月 20 日㊐

９月 ３日㊐

月 実施日

10 月 15 日㊐

11 月 26 日㊐

12 月 24 日㊐※
平成30 年
１月

７日㊊ ㈷
21 日㊐

平成30 年
２月 25 日㊐

平成30 年
３月

４日㊐
21 日㊌ ㈷
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社会教育・文化

こ
ん
に
ち
は
、
社
会
教
育
委
員
で
す
！

　
今
月
は
社
会
教
育
委
員
に
聞
い
て
み
ま

し
た
。
社
会
教
育
事
業
の
一
部
で
す
が
、

皆
さ
ん
は
い
く
つ
知
っ
て
い
ま
す
か
？

【 

Ｑ
１
】
社
会
教
育
委
員
に
な
っ
て
、
初

め
て
知
っ
た
社
会
教
育
事
業
は
？ 

①�

図
書
館
事
業(

幼
児
の
た
め
の
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
会
、
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
、
図
書
館
ま
つ
り
、
本
の
テ
ー

マ
展
示
な
ど
を
実
施)

②�

住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

(

お
い
ら
せ
の
学
び
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
カ
フ
ェ)

③�

出
前
講
座(

誰
も
が
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
学
び
、充
実
感
を
得
る
た
め
に
―
。

町
民
が
講
師
を
務
め
る
62
講
座
と
、
町

職
員
が
講
師
を
務
め
る
75
講
座)

④�

人
材
バ
ン
ク(

講
座
や
学
習
会
な
ど
の

講
師
を
登
録
す
る
制
度)

⑤�

小
・
中
学
校
の
芸
術
鑑
賞(

小
・
中
学

生
以
外
の
町
民
も
鑑
賞
可
。昨
年
度
は
、

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
和

楽
器
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施)

⑥�

創
作
の
家(

陶
芸
窯
小
屋
で
放
課
後
子

ど
も
教
室
の
陶
芸
体
験
を
実
施)

⑦�

民
具
ふ
れ
あ
い
館(

イ
ベ
ン
ト
や
町
内

小
学
校
の
課
外
授
業
で
利
用)

⑧�

み
ん
な
の
フ
ェ
ス
タ(

様
々
な
情
報
提

供
や
活
動
交
流
を
行
う
ほ
か
、
生
涯
学

習
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
、
日
頃
の

練
習
成
果
の
発
表
の
場
と
し
て
実
施)

⑨
全
国
将
棋
祭
り(

将
棋
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
。
子
ど
も
人
間
将
棋
、
倉
敷

藤
花
戦
（
女
流
プ
ロ
公
式
戦
）、
大
山
名

人
杯
将
棋
大
会
、
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
指
導

対
局
、
詰
将
棋
ク
イ
ズ
な
ど
を
実
施)

【 

Ｑ
２
】
社
会
教
育
事
業
の
充
実
し
て
い

る
点
は
？

▼
生
涯
学
習
▼
社
会
教
育
事
業
に
対
す
る

情
熱
的
な
取
組
▼
み
ん
な
の
フ
ェ
ス
タ
で

は
町
民
が
生
き
生
き
と
参
加

【 

Ｑ
３
】
社
会
教
育
事
業
の
不
足
し
て
い

る
点
は
？

▼
青
少
年
健
全
育
成
▼
周
知
活
動
▼
必
要

な
人
へ
の
支
援
▼
経
済
面
▼
活
動
交
流
の

場
づ
く
り
と
生
涯
学
習
に
取
り
組
む
き
っ

か
け
づ
く
り
の
推
進

【 

Ｑ
４
】社
会
教
育
方
針
の
重
点
課
題
は
？

▼
住
民
意
識
の
向
上(

町
民
参
加
、
青
少

年
参
加)

▼
居
場
所
づ
く
り
▼
地
域
貢
献

で
き
る
人
材
育
成
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
▼
地
域
に
根
ざ
し
た
世
代
間
交
流

【 

Ｑ
５
】
社
会
教
育
委
員
で
や
り
が
い
を

感
じ
る
と
き
は
ど
ん
な
と
き
で
す
か
？

▼
安
全
・
安
心
な
街
で
、
子
ど
も
の
笑
顔

や
そ
れ
を
見
守
る
大
人
た
ち
の
情
景
を
見

た
と
き
▼
み
ん
な
の
フ
ェ
ス
タ
に
お
い

て
、
会
場
が
一
体
と
な
っ
て
楽
し
む
姿
を

見
た
と
き
▼
旧
町
の
区
別
な
く
活
動
の
幅

が
広
が
っ
て
き
た
こ
と
を
感
じ
る
と
き

　

町
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
も
と
に
、

さ
ら
な
る
社
会
教
育
事
業
の
充
実
と
推
進

に
取
り
組
み
ま
す
。
町
民
と
と
も
に
考
え

歩
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
意
見
や
ア
イ
デ

ア
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

 

平
成
28
年
度
読
書
感
想
文

　

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
を
紹
介

　
図
書
館
で
は
毎
年
、
町
内
の
小
・
中
学
生
を
対

象
に
、
夏
休
み
期
間
に
読
ん
だ
本
の
「
読
書
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、

入
賞
者
が
決
定
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
参
加
総
数
１
２
９
４
人
）

【
木
ノ
下
小
学
校
】
▼
蛯
名
憧
成
（
１
年
・
へ

ん
し
ん
ト
ン
ネ
ル
）
▼
宮
本
星
弥
（
４
年
・
サ

ケ
よ
、ふ
る
さ
と
の
川
へ
）▼
五
十
嵐
星
耶（
６

年
・
か
え
し
て
よ
、
ぼ
く
の
ぼ
う
し
）　
【
下
田

小
学
校
】
▼
南
端
優
菜
（
２
年
・
や
さ
し
い
か

ぞ
く
っ
て
い
い
ね
）
▼
成
田
琉
真
（
３
年
・
テ

ス
の
木
）
▼
櫛
引
泉
導
（
６
年
・
電
池
が
切
れ

る
ま
で
）　
【
木
内
々
小
学
校
】▼
熊
谷
逞
仁（
４

年・大
ど
ろ
ぼ
う
タ
ン
タ
ン
）▼
松
本
宗
大（
５

年
・
伝
記�

宮
沢
賢
治
）　
【
百
石
小
学
校
】
▼

小
比
類
巻
茜
（
３
年
・
ゆ
め
を
ハ
ン
カ
チ
に
）

▼
田
中
星
七
（
５
年
・
言
葉
と
心
）
▼
三
村
優

季
（
６
年
・
ガ
マ
ン
の
つ
ら
さ
）　
【
下
田
中
学

校
】
▼
小
森
紗
耶
（
１
年
・
六
ヶ
月
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
）

下
道
優
里
（
６
年
）　
【
木
内
々
小
学
校
】
▼
袴

田
凌
正
（
２
年
）
▼
山
本
佳
朋
（
３
年
）
▼
市

村
あ
お
い（
５
年
）▼
中
山
莉
音（
５
年
）　
【
百

石
小
学
校
】
▼
松
平
稔
央
（
４
年
）
▼
沼
舘
圭

亮
（
６
年
）　
【
甲
洋
小
学
校
】
▼
二
川
目
杏
那

（
３
年
）▼
吉
田
海
凪
美（
４
年
）▼
中
村
光（
５

年
）
▼
久
慈
侑
季
（
６
年
）　
【
下
田
中
学
校
】

▼
馬
場
大
地
（
１
年
）　
【
木
ノ
下
中
学
校
】
▼

多
田
爽
（
３
年
）

　
図
書
館
で
は
「
一
年
間
に
80
冊
の
読
書
」
を

テ
ー
マ
に
、
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
行
い
ま

す
。
ゴ
ー
ル
を
す
れ
ば
、
賞
状
と
ス
テ
キ
な
賞

品
を
贈
呈
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
期
間　
平
成
29
年
５
月
２
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
30
年
１
月
31
日

●�

参
加
条
件　
町
民
ま
た
は
町
内
に
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
人
の
う
ち
、
図
書
館
の
カ
ー
ド

を
持
っ
て
い
る
人

●�

申
込
先　
図
書
館
、
中
央
公
民
館
、
北
公
民
館

【平成28年度実績】
▶参加者103人　▶80個ゴー
ル者30人（子ども21人、一般
９人）　▶50個ゴール者13人
（子ども11人、一般２人）

【
木
ノ
下
小
学
校
】
▼
大
越
心
美
（
１
年
）
▼

桜
井
優
空
（
１
年
）
▼
伊
東
澪
那
（
１
年
）
▼

山
本
鈴
（
２
年
）
▼
横
山
七
海
（
２
年
）
▼
木

村
あ
み
な
（
３
年
）
▼
米
内
山
花
怜
（
４
年
）

▼
熊
澤
綾
里
（
６
年
）
▼
出
河
ま
り
あ
（
６
年
）

【
下
田
小
学
校
】
▼
柏
崎
康
晟
（
３
年
）
▼
鈴

木
し
ず
く
（
４
年
）
▼
芳
野
樹
音
（
５
年
）
▼

優
秀
賞
（
12
人
）

佳　

作
（
25
人
）

平
成
29
年
度
読
書
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
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日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

irase-library event information 図書館の行事

問町立図書館　☎0178�3900

■本展示
★ 一般・児童 ★【 前年度よく読まれた本】
　�　前年度の貸出ランキング上位20位以内の図書を
児童と一般に分けて展示します。

■４月の休館日

■４月の行事
図書館

（あそぼっと）
27日㊍10時半から 幼児のための読み聞かせ
22日㊏14時から MOMOおはなしの会

北公民館 15日㊏10時~10時半 おはなし会杉の子

図書館／新着図書Oirase new-book's information
図書館おすすめの本を紹介します。

好きなものは「山」と「猫」と「珈琲」。
これらのお陰で怒濤の10年を乗り越えることが
できました―。
デビューから10年分のエッセイをまとめる。

幕末前夜、破天荒な夢を持った風雲児がいた。
幻庵の前に立ちはだかる数多くの天才たち。
男たちの闘いが、いまはじまる！
青春歴史小説。

下村敦史『失踪者』／黒川博行『喧嘩（すてごろ）』／宮下奈都
『静かな雨』／新海誠『小説言の葉の庭』／長岡弘樹『時が見下
ろす町』／矢口史靖『サバイバルファミリー』／土井善晴『一汁
一菜でよいという提案』／南谷真鈴『南谷真鈴�冒険の書』／下川
美奈『テレビ報道記者』／ちばてつや『屋根うらの絵本かき』／
ほか

山猫珈琲

幻庵

勝ち続ける理由

しんせかい

湊　かなえ　著

百田　尚樹　著

原　晋　著

小林　弘幸　著

ほかにも新着を取りそろえています

一般書

一般書

19歳の山下スミトは演劇塾で学ぶため北を目
指す。辿り着いた先の〈谷〉では、俳優や脚本
家志望の若者たちが自給自足の共同生活を営ん
でいた…。文学界の異端者が自らの原点を描き
出す。

山下　澄人　著
一般書

糖質制限の必要がなく、腸年齢が若返る！１日
２回もち麦ごはんを食べるだけのダイエット法
を公開。美容や健康にも有効なもち麦の秘密を
はじめ、もち麦の調理の基本、カンタンでおい
しいレシピなどを紹介します。

箱根駅伝で青学を連覇に導いた原晋監督が、初
優勝から連覇までの道のりを振り返り、勝ち続
ける理由や勝ち続ける組織の秘密を明らかにす
る。個人を指導する秘訣についても、タイプ
別・シチュエーション別にくわしく紹介。

２週間で体が変わる
「もち麦」ダイエット

一般書

一般書

社会教育・文化

　　は
休館日

おいらせ阿光坊古墳館
作ってみよう古代の技術�勾玉づくり
　3 月10 日に開館した「おいらせ阿光坊古
墳館」では古代の技術を体験する講座を開
催します。４月は勾玉づくりです。古代の
人々が大切にしていた勾玉を柔らかい滑石
を削って作ります。
●日　時　４月29日㊏㈷　10時～ 12時
●場　所　おいらせ阿光坊古墳館
●講　師　おいらせ阿光坊古墳館職員
●定　員　25人
●参加料　350 円（付き添い無料）
●対　象�　小学生以上（小学校低学年の方

は保護者同伴でお願いします）
●申込締切　４月27日㊍
※汚れてもよい服装でお越しください。
※�おいらせ阿光坊古墳館は入館無料、展示
室閲覧・体験学習のみ有料です。

問［申込先］おいらせ阿光坊古墳館
　☎ 0178-20-0405　FAX 0178-20-0465

～おつかれさまでした～

【ソフトテニス】 百石小学校５年生　大
おおにし

西 真
ま か は

可珀 さん、木ノ下小学校４年生　立
たちばな

花 桜
さ や

彩 さん、
　　　　　　　  百石小学校３年生　安

や す が ひ ら

ケ平 美
み き

綺 さん
　　　　　　　　　　　―― 第 16 回全国小学生ソフトテニス大会 出場（３月 30 日～ 31 日）

O
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 まちのわだい

　木ノ下小学校（校長）と青森県教育支援プラットフォ
ーム上北地区実行委員会は、ゲストティーチャーが仕
事に対する思いや考え方を講話する特別授業「夢に向
かって」を実施し、同小学校６年生およそ120人が参
加しました。
　１日目は食育インストラクターの伏見憲子さんと、
県立三沢航空科学館・地域連携Ｇマネージャーの名久
井正廣さん、２日目は株式会社高橋・社長の高橋博志
さんと、マックテレビアナウンサーの吉田寿さんの４
人が、講師として自らの仕事について話しました。

　 　

三村町長の話に熱心に耳を傾ける生徒たち▶

三村町長と記念撮影をする西塚さん（中央）と吉田さん（左）�▶

▶▶▶�町長とフレッシュトーク　2/14

▶▶▶�民謡グランプリ受賞報告　2/14

校生とまちづくりについて意見交換

謡グランプリで王座に輝く

実際の切り株を見せながら製材業について話す高橋さん�▶

▶▶▶�県教育支援プラットフォーム事業
　　　　　　　　　　「夢に向かって」　2/6-7域の仕事人に聞く

高

民

地

　青森市で開催された第15回青森県民謡グランプリ民
謡王座決定戦（ＲＡＢ青森放送�主催）において、西塚
淳子さん（本名：吉田淳子さん、二川目）が第63代民
謡王座に輝きました。２月14日には、夫で三味線奏者
の吉田大安さんとともに、受賞報告のため三村町長の
もとを訪問。
　西塚さんは３歳から民謡を学び、現在は町文化協会
の「おいらせ民謡芸能団」に所属しています。今後、
町イベント等で歌声を披露する機会も増えることが期
待されます。

　百石高等学校（荒川由美子校長）で「町長とフレッ
シュトーク」を開催しました。この日は普通科の１年
生115人が参加し、三村町長とまちづくりについて語
り合いました。
　生徒たちはグループごとに、町の特産品や健康づく
り施策など、町について調べた内容を発表しました。
発表のなかでは、「特産品知名度アップの取り組み」や
「子ども医療費無料の拡充」など、さまざまな提案が
出され、町長は「今後のまちづくりに活かしたい」と
答えました。
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 まちのわだい

◀��三村町長に提言書を手渡す髙谷委員長

◀��百石漁協女性部員に教わりながら、慎重に貝を剥く参加者

◀�福祉車両の記念キーを手にした三村町長と柏﨑会長

　おいらせ町地域福祉計画策定委員会（髙谷直子委員
長）は、「おいらせ町地域福祉計画」に関する提言書を三
村町長に提出しました。
　髙谷委員長から提言書を手渡されると、町長は「計画
の推進に尽力します」と答えました。
　これを受けて、　町は今年３月に「おいらせ町地域福
祉計画」を策定。計画では、自助・共助・公助の考え方
や、町民と行政の協働、「みんなが互いに助け合うまち」
を推進するための体系などが示されており、今後はこの
計画に沿った事業展開を行っていきます。

　町と町担い手育成総合支援協議会は、百石漁協女性部
（種市はるゑ部長）を講師に招いて、ホッキ貝料理教室を
開催しました。
　町の特産品である冬の味覚「ホッキ貝」の普及のため
に実施したもので、今回は 17人が参加。ホッキ味噌を
はじめ、ホッキを使ったなます、サラダ、お吸い物、バ
ター炒めなどを作りました。
　漁協女性部の方々から、貝の剥き方や味付けなどにつ
いて指導を受けながら、参加者はホッキ貝の美味しい食
べ方を学びました。

　ＲＡＢ開発株式会社（内田昭夫社長）は、24時間テレ
ビ「愛は地球を救う」チャリティキャンペーンの寄附金か
ら、町に対して福祉車両（リフト付き日産セレナ）を寄贈
されました。贈られた車両は、おいらせ町社会福祉協議会
（柏﨑利信会長）のもとで活用されます。
　贈呈式で福祉車両の大型記念キーを内田社長から手渡さ
れた三村町長は、「車両をわが町に贈ってくださり、２万５千
人の町民を代表して感謝申し上げたい。健康長寿青森県一
を目指すおいらせ町にとって、大きな力になると思います」
とお礼のあいさつを述べました。

▶▶▶�ホッキ貝料理教室　2/22

▶▶▶�町地域福祉計画に関する
　　　　　　　　　　提言書の提出　2/22

▶▶▶�福祉車両の寄贈　3/3

心して暮らせる地域づくりのために

ッキ貝を美味しく味わうホ

安

福 祉の支援のために車両を寄贈
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平成29年
3月1日現在

前月比

※外国人を含めた数値です。
(　)内は外国人人口と外国人世帯数

男性 12,212 人 （47） －30

女性 13,115 人 （103） －20

合計 25,327 人 （150） －50

世帯 10,082 世帯 （47） －28
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▶個人番号カードは通知カードとは違い、郵送ではなく役場本庁舎・町
民課窓口でお受け取りいただくことになります▶受け取りは本人が来
庁しなければなりません（15歳未満の方または成年被後見人の場合も法
定代理人とともに本人が来庁する必要があります）▶代理人が受け取れ
るのは、病気や身体の障がい等のやむを得ない理由により本人が来庁で
きない場合に限られます。

●交付場所　町民課（役場本庁舎）　
●交付時間　平日９時から 17時まで（土・日・祝日は除く）
※上記以外の日時で受け取りを希望する場合は、ご相談ください。
●持ちもの　届いてある「交付通知書」をご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　　問　町民課☎ 0178 � 2246

個人番号カード（マイナンバーカード）を申請している方へ
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おいらせコミュニティ掲示板 本コーナーの情報は随時募集中。掲載
無料。詳しくはお問い合わせください。
問（申込先）総務課　☎0178 �2166　町民の皆さんが行う催しや地域活動の紹介、団体・サークルなどの

会員募集のページです。なお、参加費の記載がないものは無料です。

「ゆるゆる３Ｂ体操教室」参加者募集
３Ｂ体操とは、ベル、ベルター、ボールの用具の
頭文字をとって名付けられた健康体操です。楽し
く動いて腰痛、肩こり、転倒防止に役立ちます。
●日　時　４月 14日㊎・21日㊎・28日㊎の 3回
　　　　　13時 30分～ 15時 00分
●場　所�　東公民館・ホール
●対象者　女性のみ
●持ち物　敷物と上履き
●申込方法�　事前の申込みは不要です。当日、会場

へ直接お越しください。
問３Ｂ体操たんぽぽの会・北向きみ子　☎ 0178-56-2206

「にこにこ３Ｂ体操教室」参加者募集
３Ｂ体操は、楽しい脳トレ、ストレッチなどを取
り入れながら、全身を動かして簡単にできる健康
体操です。
●日　時　４月６日㊍・20日㊍の２回
　　　　　10時 00分～ 11時 30分
●場　所�　中央公民館・大広間
●対象者　女性のみ
●持ち物　敷物
●申込方法�　事前の申込みは不要です。当日、会場

へ直接お越しください。
問 にこにこ３Ｂ体操・吉田静子　☎ 0178-56-2208

「もりのはるふぇす♪」参加者募集
「おいらせもりのようちえん」では “自然体験 ”と
“ 子どもの生きる力を育てる ”をキーワードに活動
しています。新規会員も募集中です。
●日　時　４月 15日㊏　10時～ 14時
●場　所 　カワヨグリーン牧場

●無料体験�　菜の花保育園遊びステージ、プレー
パーク、木の砂場、和太鼓体験、ほか

●有料体験 　ベジスイーツづくり、プチままなび、
モイストポプリづくり、ほか

　問 おいらせもりのようちえん・外井
　　　　　　　　　　　　　　☎ 080-6099-3704
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、
林
田�

幸
治
、
磯
貝�

貢
、
太
田�

幸
宏
、
長
谷
川�

芳
郎
、
飯

田�

陽
介
、
宮
地�

芳
久　
［
京
都
府
］
大
澤�

忠
嗣
、
片
山�

空
海
、

山
中�

博
道　
［
大
阪
府
］
込
山�

隆
、
奥
野�

一
摩
、
西
垣�

美
紀
、

裏
口�

真
也
、小
林�

由
典
、吾
郷�

晴
之　
［
兵
庫
県
］木
村�

博
之
、

岡
部�

瑞
穂
、島
田�

豊
実　
［
広
島
県
］横
田�

修
二　
［
徳
島
県
］

幸
浦�

実
、
二
木�

久
智　
［
香
川
県
］
中
井�

公
紀　
［
福
岡
県
］

中
島�

サ
オ
リ
、湊�

明
彦
、藤
田�

英
門　
［
長
崎
県
］山
口�

晃
生
、

川
瀬�

健
一
郎　
［
沖
縄
県
］
坂
本�

公
敏

※�

氏
名
の
公
表
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
寄
附
者

氏
名
の
公
表
（
12
月
～
２
月
寄
附
者
）

問
企
画
財
政
課　

☎
０
１
７
８
�
４
２
７
３

野菜づくりをしてみませんか？ 　農家ではない人にも農作物や花を育て収穫する喜び
を楽しんでもらうため、町民を対象に無料で農園を貸
し出しています。貸出農具や、物置小屋、駐車場もあ
ります。
●農園面積　１区画15坪（50㎡）
●利用期間　４月下旬～１０月末日
●区 画 数 　29区画（１世帯に対し２区画まで）
●募集期間　４月３日㊊～４月14日㊎（先着順）
● 申込方法　申込用紙を農林水産課へ提出ください
　※�申込用紙は農林水産課窓口または町ホームページ

にて入手することができます。問 農林水産課　☎0178-56-4279

●場所　おいらせ町向山三丁目３－７４

◉←農園

←青い森鉄道
←至�六戸

第二みちのく有料道路

OIRASE     2017.427
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おいらせ広 報

「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち」の情報誌

▶

百
石
え
ん
ぶ
り

お
い
ら
せ
町
が
誇
る
伝
統
芸
能

　
恒
例
の
百
石
え
ん
ぶ
り
が
、
２
月
15
日
～
17
日
の
３
日

間
開
催
さ
れ
、
今
年
の
豊
作
祈
願
を
し
ま
し
た
。
今
年
は

２
歳
の
女
の
子
や
、
保
育
園
児
、
小
中
高
生
な
ど
が
23
人

参
加
し
、
え
ん
ぶ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

▶
２
月
17
日
に
実
施
し
た
「
八
戸
え
ん

ぶ
り
一
斉
摺
り
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
」
に

は
、
17
人
が
参
加
し
て
子
ど
も
た
ち
の

祝
舞
に
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

※「Zoom�Upー Person�OIRASE」コーナーは休載となります。

「おいらせ町景観百選」
候補地を募集中！

　少しずつ春の気配を感じるようにな
りました。色づき始める桜など、カラ
フルな春の風景を写真におさめてみま
せんか？
※�写真を用意出来る方は申込用紙に写真を
添えてください。（町ＨＰに掲載中です）
▶ �https://www.town.oirase.aomori.
jp/soshiki/6/hyakusen.html
問 企画財政課　☎0178 �4273

　　おいらせ町公式フェイスブックへの
　　「いいね！」をよろしくお願いします。
https://www.facebook.com/oirasetown/

「おいらせ町春まつり」開催

４月29 日土 ～ ５月７日日
【会場】いちょう公園・下田公園
●併催行事
4/29 ㊏
5/3 ㊌
5/4 ㊍

5/5 ㊎
5/6 ㊏

オープニングセレモニー
春のおいらせ歌謡ショー
春の里山自然ウォッチング
・プレーパーク体験※
春のおいらせ工作体験※
いちょう公園木登り体験※

※印の体験は事前申込が必要です。
問 商工観光課　☎0178-56-4703


